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(57) Abstract: Disclosed i s a liquid crystal display device (1) tnat i s provided with a display panel, which i s provided with an R
pixel (10), a G pixel (12) and a B pixel (14) as pixels that respectively display three primary colors of red, green and blue, and
which i s also provided with a Y e pixel (8) as a pixel that displays a primary color other than the three primary colors. Each of the
Y e pixel (8), the R pixel (10), and the G pixel (12) i s provided with two sub-pixels, and the B pixel (14) i s provided with three or
more sub-pixels. A first potential difference i s generated between the sub -pixel electrodes in each of the R pixel (10) and the G
pixel (12), a second potential difference i s generated between the sub -pixel electrodes in the Y e pixel (8), and potentials different
fi m each other are generated by at least three sub -pixel electrodes in the B pixel (14).

(57) 要 約 ：
[続葉有]



液 晶表示装置 （1 ) の備 える表 示 パ ネル は、赤緑青 の 3 原色 を個 別 に表 示す る画素 と して 、 R 画素
( 1 0 ) 、 G 画素 （1 2 ) 、 および B 画素 （1 4 ) を備 え、 3 原色 以外 の原色 を表示す る画素 と して Y
e 画素 （8 ) を備 え、 Y e 画素 （8 ) 、 R 画素 （1 0 ) 、 お よび G 画素 （1 2 ) は 2 つの副 画素 を備
え、 B 画素 （1 4 ) は 3 つ 以上の副 画素 を備 えて お り、 R 画素 （1 0 ) お よび G 画素 （1 2 ) の それ ぞ
れ にお ける副画素電極 間に第 1 の電位差 を生 じさせ 、 Y e 画素 （8 ) に お ける副画素電極 間に第 2 の電
位差 を生 じさせ 、 B 画素 （1 4 ) に お ける少な くもと 3 つの副 画素電極 に互 いに異 な る電位 を生 じさせ
る。



明 細 書

発明の名称 ：表示パネル、および、液晶表示装置

技術分野

[0001 ] 本発明は、液晶を用いて画像を表示する表示パネルに関する。特に、 3 原

色 と 3 原色以外の色 との組み合わせによってカラー画像を表示する表示パネ

ルに関する。また、そのような表示パネルを備えた液晶表示装置に関する。

背景技術

[0002] 近年、液晶表示装置は、テ レビ受像機、パーソナル ' コンピュータのモニ

タ装置、および、携帯液晶端末等に広 く用いられている。これ らの用途に用

いられる液晶表示装置においては、ユーザが、表示画像を様々な方向か ら見

ることがあるため、高い視野角特性が求め られている。

[0003] 視野角特性が低下すると、特に斜め視野角において、表示画像が、正面視

野角における色 と異なった色調に見える 「色ずれ」と呼ばれる現象が生 じる

ことが知 られている。

[0004] 特許文献 1 には、薄膜 トランジスタ （T F T : T h i n F i l m T r

a n s i s t o r ) に接続 されている第 1 副画素電極に印加される電圧と、

当該第 1 副画素電極に対 して容量性結合されている第 2 副画素電極に印加さ

れる電圧との、各副画素における比率を互いに異ならせることによって、視

野角特性の改善を図ることのできる液晶表示装置が開示されている。

[0005] 特許文献 2 には、青色 シアン色絵素について、第 1 副絵素に印加される

電圧と第 2 副絵素に印加される電圧との電圧差を小さくすることによって、

V A 型液晶の波長分散に起因するR G B 各色の視野特性の違いを緩和 し、斜

め視野角における色ずれの改善を図ることのできる液晶表示装置が開示され

ている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献1 ：日本国公開特許公報 「特開 2 0 0 6 — 4 8 0 5 5 号公報 （2 0 0



6 年 2 月 1 6 日公開）」

特許文献2 ：国際公開番号W O 2 0 0 8 0 8 5 5 2 A ( 2 0 0 8 年 2 月

4 日公開）

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0007] しか しなが ら、特許文献 1 および特許文献 2 に開示された技術を用いたと

しても、色ずれの現象を抑制する効果は限定的であるという問題がある。

[0008] 発明者は、その理由として、各色の画素を 2 つの副画素に分割することを

前提 とする特許文献 1 および特許文献 2 に開示された技術では、特に中間調

において、斜め視野角における l o c a l の値が、正面視野角における I

o c a I の値と大きく異なって しまうため、斜め視野角において急峻な輝

度変化が生 じて しまい、斜め視野角における階調—刺激値特性を、正面視野

角における階調一刺激値特性に近づけることが困難なためであるとの知見を

得た。

[0009] 発明者の得た上記知見によれば、例えば、各色の画素を 3 つ以上の副画素

に分割することによって、斜め視野角における急峻な輝度変化に起因する色

ずれの現象を効果的に改善することができる。 しか しなが ら、副画素の数が

増大すると、液晶パネル （表示パネル）の設計が複雑にな り、コス トが増大

するという問題が生 じることになる。

[001 0] 一方で、最近、赤緑青の 3 原色に対応する画素に加えて、 3 原色以外の原

色に対応する画素を備えることにより、 3 原色 と 3 原色以外の色 との組み合

わせによってカラ一画像を表示する液晶表示装置 （以下、 「多原色型の液晶

表示装置」と呼ぶ）が開発 されている。多原色型の液晶表示装置は、赤緑青

の 3 原色のみを用いて表示を行 う従来の液晶表示装置に比べて、表現できる

色の数を格段に増加させることができる。なお、多原色型の液晶表示装置の

例 としては、例えば、赤緑青の 3 原色 と黄色 との組み合わせによってカラ一

画像を表示する液晶表示装置がある。

[001 発明者は、このような多原色型の液晶表示装置においては、副画素の数の



増 大 を最 小 限 に抑 えつ つ 、斜 め視 野 角 に お ける急 峻 な輝 度 変化 を抑 制 し、色

ずれ の現 象 を効 果 的 に抑 制 す る ことが可 能 で あ る との知 見 を得 た 。

[001 2 ] 本 発 明 は、上 記 の 問題 に鑑 み 、発 明者 に よ る上 記 の知 見 に基 づ いて な され

た もの で あ り、 その 目的 は、副 画 素 の数 の増 大 を最 小 限 に抑 えつ つ 、斜 め視

野 角 に お ける急 峻 な輝 度 変化 に起 因す る色 ずれ の現 象 を効 果 的 に抑 制 す る こ

との で き る多原色 型 の液 晶表 示装置 を実現 す る ことに あ る。

課題 を解決するための手段

[001 3 ] 発 明者 は、上 記 の 問題 に関 し、 3 原 色 の うち特 定 の 2 色 をそれ ぞれ 表 示す

る画 素 が備 え る副 画 素 電極 に 印加 され る電圧 の画 素 毎 の 電圧 差 と、上 記 特 定

の 2 色 を組 み 合 わ せ る ことに よ って得 られ る特 定 の混色 を表 示す る画 素 の備

え る副 画 素 電極 に 印加 され る電圧 の 電位 差 とを、互 いに異 な らせ る ことに よ

つて 、斜 め視 野 角 に お ける色 ずれ の現 象 を抑 制 す る ことが で き る とい う知 見

を得 た 。 また 、発 明者 は、上 記 の 問題 に関 し、上 記 3 原 色 の うち、上 記 特 定

の 2 色 以外 の色 を表 示す る画 素 が 3 つ 以上 の副 画 素 電極 を有 す る構 成 と し、

当該 3 つ 以上 の副 画 素 電極 の うち、少 な くとも 3 つ の副 画 素 電極 に対 して 、

互 いに異 な る電位 を生 じさせ る ことに よ って 、斜 め視 野 角 に お ける色 ずれ の

現 象 を さ らに抑 制 す る ことが で き る とい う知 見 を得 た 。

[001 4 ] 本 発 明 に係 る表 示パ ネル は、発 明者 に よ って得 られ た上 記 の知 見 に基 づ い

て な され た もの で あ る。

[001 5 ] 本 発 明 に係 る表 示パ ネル は、 3 原 色 、 お よび 、前 記 3 原 色 の うち特 定 の 2

つ の原色 を組 み 合 わ せ る ことに よ り得 られ る特 定 の混色 を個 別 に表 示す る複

数 の画 素 と、前 記 特 定 の 2 つ の原色 をそれ ぞれ 表 示す る画 素 、 お よび 、前 記

特 定 の混色 を表 示す る画 素 の各 々 につ いて 、 2 つ の副 画 素 を備 え、前 記 2 つ

の副 画 素 の それ ぞれ は、対 向電極 と、液 晶層 を介 して前 記 対 向電極 に対 向す

る副 画 素 電極 とに よ って形成 され た液 晶容 量 と、 を有 して い る表 示パ ネル に

お いて 、前 記 3 原 色 の うち、前 記 特 定 の 2 つ の原色 以外 の原色 を表 示す る画

素 は、 3 つ 以上 の副 画 素 を備 え る もの で あ り、前 記 3 つ 以上 の副 画 素 の それ

ぞれ は、対 向電極 と、液 晶層 を介 して前 記 対 向電極 に対 向す る副 画 素 電極 と



に よ って形成 され た液 晶容 量 とを有 す る もの で あ り、前 記 特 定 の 2 つ の原色

をそれ ぞれ 表 示す る画 素 につ いての 、前 記 2 つ の副 画 素 の うち一方 の副 画 素

に お ける前 記 副 画 素 電極 と他 方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素 電極 との 間 に第

の 電位 差 を生 じさせ る と共 に、前 記 特 定 の混色 を表 示す る画 素 につ いての

、前 記 2 つ の副 画 素 の うち一方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素 電極 と他 方 の副

画 素 に お ける前 記 副 画 素 電極 との 間 に、前 記 第 1 の 電位 差 とは異 な る第 2 の

電位 差 を生 じさせ 、前 記 特 定 の 2 つ の原色 以外 の原色 を表 示す る画 素 につ い

ての 、前 記 3 つ 以上 の副 画 素 の うち、少 な くとも 3 つ の副 画 素 の それ ぞれ に

お ける副 画 素 電極 に互 いに異 な る電位 を生 じさせ る、 ことを特徴 と して い る

[001 6] 上 記 の よ うに構 成 され た本発 明 に係 る表 示パ ネル は、前 記 3 原 色 の うち特

定 の 2 つ の原色 をそれ ぞれ 表 示す る画 素 につ いての 、前 記 2 つ の副 画 素 の う

ち一方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素 電極 と他 方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素

電極 との 間 に第 1 の 電位 差 を生 じさせ る と共 に、前 記 特 定 の混色 を表 示す る

画 素 につ いての 、前 記 2 つ の副 画 素 の うち一方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素

電極 と他 方 の副 画 素 に お ける前 記 副 画 素 電極 との 間 に、前 記 第 1 の 電位 差 と

は異 な る第 2 の 電位 差 を生 じさせ る。 また 、上 記 の構 成 に よれ ば、前 記 特 定

の 2 つ の原色 以外 の原色 を表 示す る画 素 につ いての 、前 記 3 つ 以上 の副 画 素

の うち、少 な くとも 3 つ の副 画 素 の それ ぞれ に お ける副 画 素 電極 に互 いに異

な る電位 を生 じさせ る。

[001 7] 上 記 の よ うに構 成 され た表 示パ ネル は、前 記 3 原 色 の うち特 定 の 2 つ の原

色 と、 当該 特 定 の 2 つ の原色 を組 み 合 わ せ る ことに よ り得 られ る特 定 の混色

とを用 いて表 示 され る画像 につ いての 、斜 め視 野 角 に お ける急 峻 な輝 度 変化

を抑 制 す る ことに よ って 、斜 め視 野 角 に お ける階調 一刺激 値 特 性 を、正 面視

野 角 に お ける階調 一刺激 値 特 性 に近 づ ける ことが で き る。 また 、上 記 の よ う

に構 成 され た表 示パ ネル は、前 記 特 定 の 2 つ の原色 以外 の原色 を表 示す る画

素 につ いての 、前 記 3 つ 以上 の副 画 素 の うち、少 な くとも 3 つ の副 画 素 の そ

れ ぞれ に お ける副 画 素 電極 に互 いに異 な る電位 を生 じさせ る ことに よ って 、



斜め視野角において、前記特定の 2 つの原色以外の原色 に対応す る階調 —刺

激値特性 （および、階調 — l o c a l 特性）の プロファイル を、前記特定

の 2 つの原色のそれぞれ に対応す る階調 —刺激値特性 （および、階調 — I o

c a I 特性）の プロファイルに近づけることができる。

[001 8 ] したが って、上記の構成によれ ば、斜め視野角における色ずれの現象 を効

果的に抑制す ることができる。すなわち、上記の構成によれ ば、前記特定の

2 つの原色以外の原色 を表示す る画素についてのみ、副画素の数 を 3 以上 と

す ることによって、斜め視野角における急峻な輝度変化に起因す る色ずれの

現象 を効果的に抑制す ることができる。

発明の効果

[001 9] 以上のように、本発明に係 る表示パネルは、 3 原色、および、前記 3 原色

の うち特定の 2 つの原色 を組み合わせ ることによ り得 られ る特定の混色 を個

別に表示す る複数の画素 と、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素

、および、前記特定の混色 を表示す る画素の各々について、 2 つの副画素 を

備 え、前記 2 つの副画素のそれぞれ は、対向電極 と、液晶層 を介 して前記対

向電極 に対向す る副画素電極 とによって形成 された液晶容量 と、を有 してい

る表示パネルにおいて、前記 3 原色の うち、前記特定の 2 つの原色以外の原

色 を表示す る画素は、 3 つ以上の副画素 を備 えるものであ り、前記 3 つ以上

の副画素のそれぞれ は、対向電極 と、液晶層 を介 して前記対向電極 に対向す

る副画素電極 とによって形成 された液晶容量 とを有す るものであ り、前記特

定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の う

ち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記副画素

電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に、前記特定の混色 を表示す る

画素についての、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素

電極 と他方の副画素における前記副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 と

は異なる第 2 の電位差 を生 じさせ、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示

す る画素についての、前記 3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画

素のそれぞれ における副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、 ことを



特徴 としている。

[0020] 上記のように構成された本発明に係る表示パネルによれば、副画素の数の

増大を最小限に抑えつつ、斜め視野角における急峻な輝度変化に起因する色

ずれの現象を効果的に抑制することができる。

図面の簡単な説明

[0021 ] [図1] 本発明の第 1 の実施形態に係る液晶表示装置の備える表示パネルの等価

回路を示す図である。

[図2] 本発明の第 1 の実施形態に係る液晶表示装置を駆動する際の各電圧の波

形およびタイミングを模式的に示すタイミングチャー トであり、 （a ) は、

ソース ドライバがソースバスラインに供給するデータ信号の電圧波形を示 し

てお り、 （b ) は、 C S ドライバが n 本 目の C S バスラインに供給する補助

容量駆動信号の電圧波形を示 してお り、 （c ) は C S ドライバが n + 1 本 目

の C S バスラインに供給する補助容量駆動信号の電圧波形を示 してお り、 （

d ) は、ゲー トドライバがゲー トバスラインに供給するゲー ト信号の電圧波

形を示 してお り、 （e ) は、赤色を表示する画素の備える明画素の副画素電

極の電圧波形を示 してお り、 （f ) は、赤色を表示する画素の備える暗画素

の副画素電極の電圧波形を示 してお り、 （g ) は、青色を表示する画素の備

える中間画素の副画素電極の電圧波形を示 している。

[図3] 本発明の第 1 の実施形態において、比較例に係る液晶表示装置の、正面

視角における階調一 X Y Z 値特性を示す図である。

[図4] 本発明の第 1 の実施形態において、比較例に係る液晶表示装置の、極角

6 0 度における階調一 X Y Z 値特性を示す図である。

[図5] 本発明の第 1 の実施形態において、比較例に係る液晶表示装置の、極角

6 0 度における階調一 l o c a l 特性を示す図である。

[図6] 本発明の第 1 の実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例についての

、正面視角における階調一 X Y Z 値特性を示す図である。

[図7] 本発明の第 1 の実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例についての

、極角 6 0 度における階調一 X Y Z 値特性を示す図である。



[ 図8 ] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 についての

、極角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[図 9] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての

、正面視角における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図 10 ] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図 11] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[図 12 ] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の奏す る効果を説明す る

ための ものであって、 （a ) は、第 1 の実施形態における比較例 に係 る液晶

表示装置、第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 、および第 1

の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、階調 _ △ u ' V

' 特性 を示すグラフであ り、 （b ) は、第 1 の実施形態における比較例 に係

る液晶表示装置、第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 、およ

び第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、 ∆ u ' V

' の平均値および標準偏差 を示す表である。

[図 13 ] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の備 える表示パネルの等

価回路 を示す図である。

[図 14 ] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置 を駆動す る際の各電圧の

波形およびタイ ミングを模式的に示す タイ ミングチャー トであ り、 （a ) は

、 ソース ドライバが ソースバスラインに供給す るデー タ信号の電圧波形を示

してお り、 （b ) は、ゲー トドライバが I 本 目のゲー トバスラインに供給す

るゲ一 ト信号の電圧波形を示 してお り、 （c ) は、ゲ一 トドライバが I +

本 目のゲ一 トバスラインに供給す るゲー ト信号の電圧波形を示 してお り、 （

d ) は、赤色 を表示す る画素の備 える明画素の副画素電極の電圧波形を示 し

てお り、 （e ) は、赤色 を表示す る画素の備 える暗画素の副画素電極の電圧

波形を示 している。

[図 15 ] 本発明の第 2 の実施形態において、比較例 に係 る液晶表示装置の、正



面視角における階調一 X Y z 値特性 を示す図である。

[図 16] 本発明の第 2 の実施形態において、比較例 に係 る液晶表示装置の、極

角 6 0 度における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図 17] 本発明の第 2 の実施形態において、比較例 に係 る液晶表示装置の、極

角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[図 18 ] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 について

の、正面視角における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図 19] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図20] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[図2 1 ] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 について

の、正面視角における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図22] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 X Y Z 値特性 を示す図である。

[図23] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 について

の、極角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[図24] 本発明の第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の奏す る効果を説明す る

ための ものであって、 （a ) は、第 2 の実施形態における比較例 に係 る液晶

表示装置、第 2 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 、および第 2

の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、階調 _ △ u ' V

' 特性 を示すグラフであ り、 （b ) は、第 1 の実施形態における比較例 に係

る液晶表示装置、第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 、およ

び第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、 ∆ u ' V

' の平均値および標準偏差 を示す表である。

[図25] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置の全体構成 を示す分解斜

視図である。

[図26] 本発明の第 1 の実施形態に係 る液晶表示装置 を備 える液晶カラーテ レ



ビ受像機の外観図である。

発明を実施するための形態

[0022] 〔実施形態 1 〕

本発明に係る第 1 の実施形態について、図 1 〜図 1 2 ( a ) 〜 （b ) およ

び図 2 5 〜図 2 6 を参照 して以下に説明する。以下の説明では、本発明の効

果が顕著に現れる、誘電異方性が負の液晶材料を用いた垂直配向型液晶表示

装置 （V A モー ドの液晶表示装置）を例示するが、本発明はこれに限定され

ず、例 えば T N モー ドの液晶表示装置にも適用できる。

[0023] (液晶表示装置 1 の構成）

まず、本実施形態に係る液晶表示装置 1 の全体構成について図 2 5 を参照

して説明する。図 2 5 は、本実施形態に係る液晶表示装置 1 の全体構成を示

す分解斜視図である。図 2 5 に示すように、液晶表示装置 1 は、シール ドケ

—ス、表示パネル、回路基板 A 〜 C 、拡散板、および、背面ケースを備えて

いる。

[0024] 背面ケースには、白色を発光する複数の L E D (L i ght Emi t t i ng Di ode ：

発光ダイオー ド）が配置 されてお り、当該複数の L E D が発光する光は、拡

散板によって一様なバ ックライ 卜となった後、表示パネルの背面に照射 され

る。

[0025] 表示パネルは、自身に形成 された複数の絵素によって、バ ックライ トの各

色成分の透過率を絵素毎に個別に調節 し、カラー画像を表示する。ユーザは

、表示パネルによって表示されたカラ一画像を、シール ドケースに形成 され

た液晶表示窓を介 して視認することができる。

[0026] なお、図 2 5 に示すように、液晶表示装置 1 は、バ ックライ ト用の L E D

を表示パネルの背面に略一様に配置する構成 （直下型 L E D の構成）として

いる。これによ り、バ ックライ トの輝度ムラを抑制することができると共に

、光の利用効率を高めることができるため消費電力を低減することができる

。ただ し、本実施形態はこれに限定されるものではな く、 L E D および蛍光

管などのバ ックライ ト用の光源を表示パネルのエッジ付近に配置する構成 （



エ ッ ジ ラ イ ト型 の 構 成 ） と して も よ い 。 この 場 合 、 液 晶 表 示 装 置 は 、 拡 散 板

の 背 面 に 、 導 光 板 、 お よ び 、 反 射 板 を 備 え る 構 成 と し、 光 源 が 発 光 す る 光 を

導 光 板 お よ び 反 射 板 に よ っ て 一 様 な バ ッ ク ラ イ トと した 後 、 表 示 パ ネ ル の 背

面 に 照 射 す る 構 成 とす れ ば よ い 。

[0027] ま た 、 回 路 基 板 A に は 、 後 述 す る ゲ ー ト ドラ イ バ 回 路 （以 下 、 単 に 「ゲ 一

ト ドラ イ バ 」 と も 呼 ぶ ） が 形 成 され て お り、 回 路 基 板 B に は 、 後 述 す る ソー

ス ドラ イ バ 回 路 （以 下 、 単 に 「ソー ス ドラ イ バ 」 と も 呼 ぶ ） が 形 成 され て お

り、 回 路 基 板 C に は 、 後 述 す る C S ドラ イ バ 回 路 （以 下 、 単 に 「C S ドラ イ

バ 」 と も 呼 ぶ ） 、 お よ び 、 後 述 す る 制 御 回 路 が 形 成 され て い る 。

[0028] 図 2 6 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 1 を 備 え て い る 液 晶 力 ラ ー テ レ

ビ受 像 機 の 概 観 図 で あ る 。 当 該 液 晶 カ ラ ー テ レ ビ受 像 機 の 表 示 部 に は 、 液 晶

表 示 装 置 1 が 実 装 され て い る 。 本 発 明 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 1 は 、 液 晶 カ ラ ー

テ レ ビ受 像 機 以 外 に も 、 例 え ば 、 ノ ー トパ ソ コ ン 、 各 種 デ ィ ス プ レイ 、 携 帯

電 話 端 末 、 お よ び 、 携 帯 情 報 端 末 な ど に も 用 い る こ と が で き る 。

[0029] 図 1 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 1 の 備 え る 表 示 パ ネ ル の 1 絵 素 当

た りに つ い て の 、 マ ル チ 画 素 構 造 を 有 す る 画 素 の 等 価 回 路 を 示 す 図 で あ る 。

液 晶 表 示 装 置 1 の 表 示 パ ネ ル に は 複 数 の 画 素 が 形 成 され て お り、 液 晶 表 示 装

置 1 は 、 各 画 素 を マ ル チ 画 素 駆 動 （M t i P i x e l Dr i ve) 方 式 に よ っ て 駆 動 す

る 。 各 画 素 は い ず れ も 液 晶 層 と 、 当 該 液 晶 層 に 電 圧 を 印 加 す る 電 極 と を 有 し

、 行 お よ び 列 を 有 す る マ トリ ッ ク ス 状 に 配 列 され て い る 。 な お 、 絵 素 と は 、

相 異 な る複 数 の 色 を 個 別 に 表 示 す る 画 素 か ら構 成 され る 単 位 で 、 本 実 施 形 態

に お い て は 、 1 絵 素 は 、 黄 色 を 表 示 す る 画 素 、 赤 色 を 表 示 す る 画 素 、 緑 色 を

表 示 す る 画 素 、 お よ び 、 青 を 表 示 す る 画 素 か ら構 成 され て い る 。

[0030] 図 1 に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 1 は 、 表 示 パ ネ ル に お い て 、 複 数 の ゲ 一

トバ ス ラ イ ン 2 、 複 数 の ソー ス バ ス ラ イ ン 4 、 複 数 の ス イ ッ チ ン グ 素 子 T F

T 、 複 数 の ス ィ ツ チ ン グ 素 子 T F T 2 、 複 数 の ス ィ ツ チ ン グ 素 子 T F T 3

、 複 数 の 補 助 容 量 C s 、 複 数 の 補 助 容 量 C s 2 、 複 数 の 補 助 容 量 C s 3 、

複 数 の 補 助 容 量 C s 4 、 お よ び 、 複 数 の C S バ ス ラ イ ン 6 を 備 え て い る 。



[0031 ] 図 1 において、ゲー トバスライン 2 I は、 I (ただ し I は正の整数）本 目

のゲー トバスライン 2 を示 している。また、 ソースバスライン 4 m は、m (

ただ しm は正の整数）本 目の ソースバスライン 4 m を示 している。また、 C

S バスライン 6 n は、 n (ただ しn は正の整数）本 目の C S バスライン 6 を

示 している。

[0032] ( ドライバ）

液晶表示装置 1 の備 える表示パネルには、各ゲ一 トバスライン 2 にゲー ト

信号 を供給す るゲー トドライバ と、各 ソー スバスライン 4 にデー タ信号 を供

給す るソース ドライバ と、各 C S バスライン 6 に補助容量駆動信号 を供給す

る C S ドライバ と力、 それぞれ接続 されている。 これ らの ドライバはいずれ

も、制御回路か ら出力された制御信号 に基づいて動作す る。

[0033] (画素構造）

複数のゲ一 トバスライン 2 および複数の ソースバスライン 4 は、図示 しな

い絶縁膜 を介 して、互 いに交差 して形成 されている。液晶表示装置 1 では、

つのゲ一 トバスライン 2 と 1 つの ソースバスライン 4 とによって画定 され

る領域 ごとに、 1 つの画素が形成 され る。当該画素は、複数の互 いに異なる

種類の色の うちいずれかを個別に表示す る。本実施形態においては、上記複

数の互 いに異なる種類の色 には、複数の原色、および、該複数の原色の うち

少な くとも 2 つの原色 を組み合わせ ることによって得 られ る少な くとも 1 つ

以上の色が含まれ る。以下では、特に、上記複数の互 いに異なる種類の色が

、光の 3 原色 （以下、単に 「3 原色」 と呼ぶ） と して、赤色、緑色、および

青色 を含み、上記複数の原色の うち少な くとも 2 つの原色 を組み合わせ るこ

とによって得 られ る色 と して、黄色 （赤色 および緑色の組み合わせ）を含む

場合について説明す る。

[0034] 液晶表示装置 1 内には、黄色 を表示す る Y e 画素 8 、赤色 を表示す る R 画

素 1 0 、緑色 を表示す るG画素 1 2 、および、青色 を表示す る B 画素 1 4 が

それぞれ形成 されている。 これ らの画素 を組み合わせて用 いることによって

、所望のカラ一画像 を表示す る。



[0035] このように、液晶表示装置 1 力、 赤色、緑色、および青色の 3 原色をそれ

ぞれ表示する画素のみならず、 3 原色以外の色である黄色を表示する画素を

備えることによって、 3 原色を表示する画素のみを備える構成に比べて、そ

れぞれの画素によって表示される色の混色により表現できる色の数を格段に

増加させることができる。また、ライ トブル一、イエロ一、および、ゴール

ド等の色の主観的な美 しさを格段に向上させることができる。

[0036] (明画素、暗画素、および中間画素）

Y e 画素 8 、R 画素 1 0 、および、 G 画素 1 2 、いずれも、それぞれ液晶

層に互いに異なる電圧を印加することができる 2 つ副画素 （明画素および暗

画素）を有 している。図 1 に示すように、 Y e 画素 8 は明画素 8 a および暗

画素 8 b を有 し、 R 画素 1 0 は明画素 1 0 a および暗画素 1 0 b を有 し、 G

画素 1 2 は明画素 1 2 a および暗画素 1 2 b を有 している。

[0037] また、図 1 に示すように、 B 画素 1 4 は、それぞれ液晶層に互いに異なる

電圧を印加することができる 3 つの副画素 （明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、

および中間画素 1 4 c ) を有 している。

[0038] 各副画素は、いずれも、対向電極と、液晶層を介 して当該対向電極に対向

する副画素電極とによって形成される液晶容量を有 している。さらに、副画

素電極に電気的に接続された補助容量電極と、絶縁層と、当該絶縁層を介 し

て補助容量電極と対向する補助容量対向電極とによって形成された、少なく

とも 1 つの補助容量も有 している。

[0039] 後述するように、各副画素の副画素電極にある階調に対応する表示電圧 （

画素電極電圧）が供給された後に、それぞれ対応する少なくとも 1 つの補助

容量を介 して、明画素の液晶容量に印加される電圧と、暗画素の液晶容量に

印加される電圧との間には、一定の電圧差が発生する。これにより、ある階

調において、明画素は暗画素よりも高い輝度を呈する。また、後述するよう

に、 B 画素 1 4 の有する中間画素 1 4 c は、ある階調において、明画素 1 4

a よりも低い輝度であって、暗画素 1 4 b よりも高い輝度を呈する。

[0040] (液晶容量および補助容量）



各画素の有す る副画素 は、液晶容量 を有 している。明画素 は、液晶容量 c

I c を有 してお り、暗画素 は液晶容量 C I c 2 を有 している。また、中間

画素 は液晶容量 C I c 3 を有 している。

[0041 ] よ り具体 的には、図 1 に示す よ うに、 Y e 画素 8 の明画素 8 a は、液晶容

量 C I c Y e を有 してお り、暗画素 8 b は、液晶容量 C I c 2 Y e を有 し

ている。同様 に、 R 画素 1 0 の明画素 1 O a は、液晶容量 C I c R を有 し

てお り、暗画素 1 0 b は、液晶容量 C I c 2 R を有 してお り、 G 画素 1 2 の

明画素 1 2 a は、液晶容量 C I c G を有 してお り、暗画素 1 2 b は、液晶

容量 C I c 2 G を有 してお り、 B 画素 1 4 の明画素 1 4 a は、液晶容量 C I

c B を有 してお り、暗画素 1 4 b は、液晶容量 C I c 2 B を有 してお り、

中間画素 1 4 c は、液晶容量 C I c 3 B を有 している。

[0042] また、液晶容量 C I c には、電気的に並列 に第 1 の補助容量 C s が接

続 され てお り、液晶容量 C I c 2 には、電気的に並列 に第 2 の補助容量 C s

2 が接続 され てお り、液晶容量 C I c 3 には、電気的に並列 に第 3 の補助容

量 C s 3 および第 4 の補助容量 C s 4 が接続 され ている。

[0043] よ り具体 的には、液晶容量 C I c Y e には、電気的に並列 に補助容量 C

s Y e が接続 され 、液晶容量 C I c 2 Y e には、電気的に並列 に補助容量

C s 2 Y e が接続 され ている。同様 に、液晶容量 C I c R には、電気的に

並列 に補助容量 C s R が接続 され 、液晶容量 C I c 2 R には、電気的に並

列 に補助容量 C s 2 R が接続 され てお り、液晶容量 C I c G には、電気的

に並列 に補助容量 C s G が接続 され 、液晶容量 C I c 2 G には、電気的に

並列 に補助容量 C s 2 G が接続 され てお り、液晶容量 C I c B には、電気

的に並列 に補助容量 C s B が接続 され 、液晶容量 C I c 2 B には、電気的

に並列 に補助容量 C s 2 B が接続 され てお り、液晶容量 C I c 3 B には、電

気的に並列 に補助容量 C s 3 B および補助容量 C s 4 B が接続 され ている。

[0044] 以下では、補助容量 C s Y e の容量値 と補助容量 C s 2 Y e の容量値 と

が等 しい場合 には、両者 を共に補助容量 C s Y e と称 し、補助容量 C s R

の容量値 と補助容量 C s 2 R の容量値 とが等 しい場合 には、両者 を共に補助



容量 C s R と称 し、補助容量 C s G の容量値 と補助容量 C s 2 G の容量値

とが等 しい場合には、両者を共に補助容量 C s G と称 し、補助容量 C s B

の容量値 と補助容量 C s 2 B の容量値 とが等 しい場合には、両者を共に補助

容量 C s B と称する。

[0045] (スイ ッチング素子）

Y e 画素 8 、 R 画素 1 0 、および、G画素 1 2 には、いずれ も、 T F T 1

および T F T 2 がそれぞれ形成 されている。また、 B 画素 1 4 には、 T F T

1 、 T F T 2 、および、 T F T 3 が形成 されている。 T F T 1 は明画素に形

成 され、 T F T 2 は暗画素に形成 され、 T F T 3 は中間画素に形成 されてい

る。各補助容量 C s の補助容量電極は、それぞれ対応する T F T 1 、 T F T

2 、または T F T 3 の ドレイン電極に接続 されている。 T F T 1 、 T F T 2

、および T F T 3 のゲー ト電極は共通のゲー トバスライン 2 I に接続 されて

お り、 T F T 1 、 T F T 2 、および T F T 3 の ソース電極は共通のソ一スバ

スライン 4 に接続 されている。

[0046] すなわち、図 1 に示すように、 Y e 画素 8 の T F Τ 1 Y e および T F Τ 2

Y e の ソース電極は、ソースバスライン 4 m に接続 されている。同様に、 R

画素 1 0 の T F T 1 R および T F T 2 R の ソース電極は、ソースバスライン

4 (m + ) に接続 されてお り、G画素 1 2 の T F T 1 G および T F T 2 G

の ソース電極は、ソースバスライン 4 (m + 2 ) に接続 されてお り、 B 画素

1 4 の 丁「丁 1 日、 T F T 2 B および T F T 3 B の ソース電極は、ソ一スバ

スライン 4 (m + 3 ) に接続 されている。

[0047] T F T 1 、 T F T 2 および T F T 3 は、それぞれ、自身の備えるゲ一 ト電

極にハイ レベルのゲー ト信号が印加 されているとき、導通状態 （オン状態）

とな り、自身の備えるゲ一 ト電極にロー レベルのゲ一 ト信号が印加 されてい

るとき、非導通状態 （オフ状態、遮断状態）となる。

[0048] ( C S バスライン 6 )

ゲー トバスライン 2 およびソースバスライン 4 によ り画定された画素領域

を横切るように、 C S バスライン 6 がゲ一 トバスライン 2 に並列 して延びて



いる。各 C S バスライン 6 は、液晶表示装置 1 における同一行に形成 された

Y e 画素 8 、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2 、および、 B 画素 1 4 に共通 して設 け

られている。図 1 に示す ように、 C S バスライン 6 n は、補助容量 C s Y

e 、補助容量 C s R 、補助容量 C s 1 G 、、補助容量 C s B 、および、

補助容量 C s 4 B に接続 されている。また、図 1 に示す ように、 C S バスラ

イン 6 ( n + 1 ) は、補助容量 C s 2 Y e 、補助容量 C s 2 R 、補助容量 C

s 2 G 、補助容量 C s 2 B 、および、補助容量 C s 3 B に接続 されている。

[0049] (液晶表示装置 1 の動作）

以下では、マルチ画素構造 を有す る液晶表示装置 1 における等価回路の駆

動方法について図 2 ( a ) 〜図 2 ( g ) を参照 して説明す る。なお、以下で

は、最初に、 R 画素 1 0 の駆動について説明を行 い、その後、 G画素 1 2 、

Y e 画素 8 、および B 画素 1 4 の駆動について説明を行 う。

[0050] また、一般には、各補助容量の値、および、各液晶容量の値は、それぞれ

に印加 され る電圧への依存性 を有す るが、本実施形態においては本質的な事

項ではないため、以下の説明ではそのような依存性 を無視す る。ただ し、 こ

の前提 は、本実施形態 を限定す るものではな く、そのような依存性がある場

合に対 しても、同様 に適用す ることができる。

[0051 ] 図 2 ( a ) 〜 （g ) は、液晶表示装置 1 を駆動す る際の各電圧の波形およ

びタイ ミングを模式的に示 したタイ ミングチヤ一 トである。

[0052] 図 2 ( a ) は、 ソース ドライバが ソースバスライン 4 に供給す るデー タ信

号の電圧波形 V s を示 してお り、図 2 ( b ) は、 C S ドライバが C S バスラ

イン 6 n に供給す る補助容量駆動信号の電圧波形 （すなわち、 C S バスライ

ン 6 n の電圧波形） V c s 1 を示 してお り、図 2 ( c ) は C S ドライバが C

S バスライン 6 ( n + 1 ) に供給す る補助容量駆動信号の電圧波形 （すなわ

ち、 C S バスライン 6 ( n + 1 ) の電圧波形） V c s 2 を示 してお り、図 2

( d ) は、ゲー トドライバがゲー トバスライン 2 に供給す るゲー ト信号の電

圧波形 V g を示 してお り、図 2 ( e ) は、 R 画素 1 0 の備 える明画素 1 0 a

の副画素電極の電圧波形 V I c R を示 してお り、図 2 ( f ) は、 R 画素 1



0 の備 える暗画素 1 0 b の副画素電極の電圧波形 V I c 2 R を示 してお り、

図 2 ( g ) は、補助容量 C s 3 B の容量値 と補助容量 C s 4 B の容量値を等

しくとつた場合における、 B 画素 1 4 の備える中間画素 1 4 c の副画素電極

の電圧波形 V I c 3 B を示 している。また、図中の破線は、対向電極の電圧

波形 C O M M O N ( V c o m ) を示 している。

[0053] ( R 画素 1 0 の駆動）

まず、時刻 T 1 において、ゲー ト信号の電圧 V g が、 V g L ( 口一）か ら

V g H (ハイ）に変化することによ り、 T F T 1 、 T F T 2 、 T F T 3 が同

時に導通状態 （オン状態）となる。これに伴い、明画素 1 0 a の副画素電極

、および、暗画素 1 O b の副画素電極に対 し、ソースバスライン 4 を介 して

データ信号の電圧が印加 され、明画素 1 0 a の副画素電極、および、暗画素

0 b の副画素電極の何れの電圧も、データ信号の電圧 V s へ と変化する。

また、明画素 1 0 a の補助容量 C s R 、および、暗画素 1 0 b の補助容量

C s 2 R に対 しても、ソースバスライン 4 を介 してデータ信号の電圧が印加

され、明画素 1 0 a の補助容量電極、および、暗画素 1 O b の補助容量電極

の何れの電圧も、データ信号の電圧 V s へ と変化する。

[0054] ソースバスライン 4 を介 して伝達 されるデータ信号の電圧 V s は当該画素

において表示すべき階調に対応する表示電圧であ り、 T F T がオン状態の間

( 「選択期間」ということもある。）に、対応する画素に書き込まれる。

[0055] 続 いて、時刻 T 2 において、ゲー ト信号の電圧 V g が V g H か らV g L に

変化することによ り、 T F T 1 、 T F T 2 、 T F T 3 が同時に非導通状態 （

オフ状態）となる。これに伴い、明画素 1 0 a の副画素電極、暗画素 1 O b

の副画素電極、明画素 1 0 a の補助容量電極、および、暗画素 1 O b の補助

容量電極は、全てソースバスライン 4 と電気的に絶縁 される （この状態にあ

る期間を 「非選択期間」ということがある。）。

[0056] また、 T F T がオン状態か らオフ状態に切 り替わ った直後、 T F T 1 、 T

F T 2 の有する寄生容量等の影響による引き込み現象のために、それぞれの

副画素電極の電圧 V I c R およびV I c 2 R は概ね同一の電圧 △ V d だけ



低下し、

V I c V s _ △ V d ( a )

V I c 2 R V s _ △ V d ( b )

となる。また、このとき、それぞれのC S バスライン6 の電圧V c s 1 、 V

c s 2 は、

V c s = V c o m - ( 1 2 ) V a d ( 2 a )

V c s 2 = V c o m + ( 1 2 ) V a d ( 2 b )

である。すなわち、ここで例示するC S バスライン6 に供給される補助容量

駆動信号の電圧V c s 1 およびV c s 2 の波形は全幅がV a d で、位相が互

いに逆相 （1 8 0 ° 異なる）な矩形波 （デューティ比は 1 ：1 ) である。

[0057] 続いて、時刻 T 3 において、補助容量 C s 1 に接続されたC S バスライン

6 n の電圧V c s 1 がV c o m _ ( 1 2 ) V a d からV c o m + ( 1 2

) V a d に変化し、補助容量 C s 2 に接続されたC S バスライン6 ( n +

) の電圧V c s 2 がV c o m + ( 1 2 ) V a d からV c o m — ( 1 2 )

V a d に変化する。それに伴い、副画素 1 0 a の備える副画素電極の電圧V

I c 1 R 、および、副画素 1 0 b の備える副画素電極の電圧V I c 2 R は、

V I c 1 R = V s - A V d + K 1 R x V a d - ( 3 a )

V I c 2 R = V s _ △ V d _ K 2 R X V a d - ( 3 b )

へ変化する。ここで、 K 1 R および K 2 R は、それぞれ、

= C s ( C l c + C s ) - ( 4 a )

K 2 R = C s 2 ( C I c 2 R + C s 2 R ) - ( 4 b )

である。

[0058] 続いて、時刻 T 4 において、ソ 0 3 1 がソ ；0 阳 + ( 1 2 ) V a d 力、ら

V c o m — ( 1 2 ) V a d へ、V c s 2 がV c o m — ( 1 2 ) V a d か

らV c o m + ( 1 2 ) V a d へ変化し、V I c 1 R 、 V I c 2 R もまた、

数式 （3 a ) および数式 （3 b ) によって表される値から、数式 （1 a ) お

よび （1 b ) によってそれぞれ表される値へと変化する。

[0059] 続いて、時刻 T 5 において、V c s 1 がV c o m — ( 1 2 ) V a d 力、ら



V c o m + ( 1 2 ) V a d へ 、 ソ 0 3 2 が ソ 0 0 巾 + ( 1 2 ) V a d か

らV c o m — ( 1 2 ) V a d へ 変化 し、 V I c 1 R 、 V I c 2 R もまた、

数式 （1 a ) お よび （1 b ) に よ って表 され る値か ら、数式 （3 a ) お よび

数式 （3 b ) に よ ってそれ ぞれ表 され る値へ と変化す る。

[0060] 上記 T 4 および T 5 の繰 り返 し間隔 を、水平書 き込み 時間 1 H の 1 倍 とす

るか、 2 倍 とす るか、 3 倍 とす るか あるいはそれ 以上 とす るか は液 晶表示装

置 の駆動方法 （極性反転方法等） また は表示状態 （ち らつ き、表示の ざ らつ

き感等） を鑑み て適宜設定すれ ばよい。 この繰 り返 しは次 に画素が書 き換 え

られ る とき、す なわ ち T 1 に等価 な時間 にな るまで継続 され る。 したが って

、 V I c 1 R および V I c 2 R の実効 的な値 は、

V I c = V s - A V d + K x ( 1 2 ) V a d ( 5 a )

V I c 2 R = V s - A V d - K 2 R x ( 1 2 ) V a d ( 5 b )

とな る。

[0061 ] よ って、明画素 1 0 a および暗画素 1 0 b のそれ ぞれ の液 晶層 に印加 され

る実効電圧 V R および V 2 R は、

V = V I c - V c o m -" ( 6 a )

V 2 = V I c 2 - V c o m -" ( 6 b )

す なわ ち、

V = V s - A V d + K 1 R X ( 1 2 ) V a d - V c o m (

7 a )

V 2 R = V s _ △ V d _ K 2 R x ( 1 2 ) V a d - V c o m (

7 b )

とな る。

[0062] したが って、 R 画素 1 0 の備 える明画素 1 0 a および暗画素 1 0 b のぞれ

ぞれ の液 晶層 に印加 され る実効電圧の差 （電位差） A V 1 2 R ( = V -

V 2 R 、 R 画素 に関す る 「厶 V j とい うこともある。） は、

∆ V 2 R = ( 1 2 ) X ( + K 2 R ) x V a d ( 8 )

と表 され る。 ここで、 ぺ 1 ぉょび ぺ 2 は、それ ぞれ 、数式 （4 a ) お よ



び （4 b ) によって表 される。

[0063] なお、液晶容量 C I c R に対する補助容量 C s R の比 （すなわち、 C

s C I c ) と、液晶容量 C I c 2 R に対する補助容量 C s 2 R の

比 （すなわち、 C s 2 R C I c 2 R ) とが互いに等 しい場合には、 K 1 R

および K 2 R は、

R = K 2 R = D ( D R + )

を満たす。ここで、 D R は、 R画素の各副画素における液晶容量に対する補

助容量の比を表 してお り、

D R = C s 1 R C I c 1 R = C s 2 R C I c 2 R - ( 9 )

によって定義される。また、このような場合、 A V 1 2 R は、

△ V 2 R = K R X V a d （8 ' )

と表 される。ここで、 K R = D R ( D R + 1 ) である。

[0064] このように、明画素における液晶容量に対する補助容量の比 と暗画素にお

ける液晶容量に対する補助容量の比 （以下、 「容量比」と呼ぶ こともある）

とが互いに等 しい場合には、明画素および暗画素のぞれぞれの液晶層に印加

される実効電圧の差は、当該容量比によって特徴付けることができる。

[0065] ( G 画素 1 2 の駆動）

G画素 1 2 に関 しても、同様の駆動が行われ、G画素 1 2 の備える明画素

2 a および暗画素 1 2 b のぞれぞれの液晶層に印加 される実効電圧の差 △

V 2 G ( G 画素に関する 厶V j ということもある。）は、

∆ V 2 G = ( 1 2 ) X ( G + K 2 G ) x V a d ( 0 )

と表 される。ここで、 ぺ 1 ぉょび ぺ2 は、

K 1 G = C s 1 G ( C I c 1 G + C s 1 G ) ( a )

K 2 G = C s 2 G ( C I c 2 G + C s 2 G ) ( b )

である。

[0066] また、明画素 1 2 a における容量比 と、暗画素 1 2 b における容量比 とが

互いに等 しい場合には、 A V 1 2 G は、

△ V 1 2 G = K G X V a d （1 0 ' )



と表 される。ここで、 K G = D G ( D G + ) であ り、

D G = C s 1 G C I c 1 G = C s 2 G C I c 2 G - ( 2 )

である。

[0067] ( Y e 画素 8 の駆動）

また、 Y e 画素 8 に関 しても、同様の駆動が行われ、 Y e 画素 8 の備える

明画素 8 a および暗画素 8 b のぞれぞれの液晶層に印加 される実効電圧の差

∆ V 2 Y e ( Y e 画素に関する 厶V j ということもある。）は、

∆ V 2 Y e = ( 1 2 ) x ( Y e + K 2 Y e ) x V a d (

3 )

と表 される。ここで、 K 1 Y e および K 2 Y e は、

K 1 Y e = C s 1 Y e ( C I c 1 Y e + C s 1 Y e ) ( 4 a

)

K 2 Y e = C s 2 Y e ( C I c 2 Y e + C s 2 Y e ) ( 4 b

)

である。

[0068] また、明画素 8 a における容量比 と、暗画素 8 b における容量比 とが互い

に等 しい場合には、 A V 1 2 Y e は、

A V 2 Y e = K Y e X V a d ( 3 ' )

と表 される。ここで、 K Y e = D Y e ( D Y e + 1 ) であ り、

D Y e = C s Y e C I c 1 Y e = C s 2 Y e C I c 2 Y e

( 5 )

である。

[0069] ( B 画素 1 4 の駆動）

B 画素 1 4 の備える明画素 1 4 a および暗画素 1 4 b に関 しては、 R画素

0 の備える明画素 1 0 a および暗画素 1 0 b と同様の駆動が行われる。一

方で、図 1 に示すように、 B 画素 1 4 の中間画素 1 4 c における液晶容量 C

I c 3 には、電気的に並列に第 3 の補助容量 C s 3 の一端および第 4 の補助

容量 C s 4 の一端が接続 され、第 3 の補助容量 C s 3 の他端は C S バスライ



ン 6 ( n + ) に接続 され 、第 4 の補助容量 C S 4 の他端 は C S バス ライ ン

6 n に接続 され ているため、 B 画素 1 4 の 中間画素 1 4 c の駆動 は、 R 画素

0 の備 える明画素 1 0 a および暗画素 1 O b の何れ とも異 なる。

[0070] 以下では、図 2 ( g ) を参照 して、 B 画素 1 4 の備 える中間画素 1 4 c の

駆動 について説明す る。

[0071 ] まず 、時刻 T 1 において、ゲー ト信号の電圧 V g が、 V g L ( 口一）か ら

V g H (ハ イ）に変化す る ことによ り、 T F T 3 B が導通状態 （オ ン状態）

となる。 これ に伴 い、中間画素 1 4 c の副画素電極 に対 し、 ソースバス ライ

ン 4 を介 してデー タ信号の電圧が印加 され 、中間画素 1 4 c の副画素電極の

電圧が、デー タ電圧 V s へ と変化す る。また、補助容量 C s 3 B および補助

容量 C s 4 B に対 して もソースバス ライ ン 4 を介 してデー タ信号の電圧が印

加 され 、補助容量 C s 3 B および補助容量 C s 4 B の各 々の補助容量電極の

電圧 も、デー タ信号の電圧 V s へ と変化す る。

[0072] 続 いて、時刻 T 2 において、ゲー ト信号の電圧 V g が V g H か らV g L に

変化す る ことによ り、 T F T 3 が非導通状態 （オ フ状態） となる。 これ に伴

し、、中間画素 1 4 c の副画素電極 、補助容量 C s 3 の補助容量電極 、および

、補助容量 C s 4 の補助容量電極 は、全て ソースバス ライ ン 4 と電気的に絶

縁 され る。

[0073] また、 T F T がオ ン状態か らオ フ状態 に切 り替わ った直後、 T F T 1 、 T

F T 2 の有す る寄生容量等の影響 による引き込み現象のために、中間画素 1

4 c の副画素電極の電圧 V I c 3 B は概ね 同一の電圧 d だ け低下 し、

V I c 3 B = V s _ △ V d ( c )

とな る。また、 この とき、それ ぞれの C S バス ライ ン 6 の電圧 V c s 1 、 V

c s 2 は、すでに示 した よ うに、

V c s = V c o m - ( 1 2 ) V a d ( 2 a )

V c s 2 = V c o m + ( 1 2 ) V a d ( 2 b )

で ある。

[0074] 続 いて、時刻 T 3 において、補助容量 C s 4 Β に接続 された C S バス ライ



ン 6 n の電圧 V c s 1 が V c o m _ ( 1 2 ) V a d か らV c o m + ( /

2 ) V a d に変化 し、補助容量 C s 4 B に接続 された C S バスライン 6 ( n

+ 1 ) の電圧 V c s 2 が V c o m + ( 1 2 ) V a d か らV c o m — ( /

2 ) V a d に変化する。それに伴い、中間画素 1 4 c の副画素電極の電圧 V

I c 3 B は、

V I c 3 B = V s _ △ V d + K 3 B X V a d - ( 3 c )

へ変化する。ここで、 K 3 B は、

K 3 B = ( C s 3 B - C s 4 B ) / ( C I c 3 B + C s 3 B + C s 4 B )

( 4 c )

である。

[0075] このように、 C S バスライン 6 n の電圧 V c s 1 および C S バスライン 6

( n + ) の電圧 V c s 2 の変化に伴 う中間画素 1 4 c の副画素電極の電圧

V I c 3 B の変化量は、補助容量 C s 3 B の容量値 と補助容量 C s 4 B の容

量値 との差に比例する。

[0076] したがって、 C s 3 B = C s 4 B ととった場合、すなわち、補助容量 C s

3 B の容量値 と補助容量 C s 4 B の容量値 とを互いに等 しくとった場合には

、図 2 ( g ) に示すように、時刻 T 3 において、中間画素 1 4 c の副画素電

極の電圧 V I c 3 B は変化せず、

V I c 3 B = V s _ △ V d （3 c ' )

となる。

[0077] また、補助容量 C s 3 B の容量値 と補助容量 C s 4 B の容量値 とが互いに

等 しい場合には、図 2 ( g ) に示すように、時刻 T 4 および時刻 T 5 におい

ても、中間画素 1 4 c の副画素電極の電圧 V I c 3 B は変化 しない。

[0078] 以下では、簡単のため、補助容量 C s 3 B の容量値 と補助容量 C s 4 B の

容量値 とを互いに等 しくとった場合について説明を行 うが、本実施形態はこ

れに限定されるものではな く、補助容量 C s 3 B の容量値および補助容量 C

s 4 B の容量値は適宜設定することが可能である。

[0079] ( B 画素 1 4 の各副画素電極に印加 される実効電圧の比較）



上述 した よ うに、 B 画素 1 4 の備 える明画素 1 4 a および暗画素 1 4 匕に

つ いては、 R 画素 1 0 の備 える明画素 1 0 a および暗画素 1 O b と同様 の駆

動が行われ るため、明画素 1 4 a および暗画素 1 4 b のそれ ぞれ の液 晶層 に

印加 され る実効電圧 V B および V 2 B は、

V B = V s - A V d + K B X ( 1 2 ) V a d - V c o m (

6 a )

V 2 B = V s _ △ V d _ K 2 B x ( 1 2 ) V a d - V c o m (

6 b )

とな る。 ここで、 K 1 B および K 2 B は、それ ぞれ 、

K B = C s B ( C I c B + C s B ) -" ( 7 a )

K 2 B = C s 2 B ( C I c 2 B + C s 2 B ) -" ( 7 b )

で ある。

[0080] —方 で、 C s 3 B = C s 4 B ととった場合 、中間画素 1 4 c の液 晶層 に印

加 され る実効電圧 V 3 B は、

V 3 B = V s _ △ V d — V c o m ( 6 c )

と表 され る。

[0081 ] 数 式 （1 6 a ) 、 （1 6 b ) お よび （1 6 c ) か ら明 らかな よ うに、明画

素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、および中間画素 1 4 c のそれ ぞれ の液 晶層 に印加

され る実効電圧 V 1 B 、 V 2 B 、および V 3 B は、

V 2 B < V 3 B < V B ( 8 )

を満たす 。す なわ ち、 B 画素 1 4 の有す る中間画素 1 4 c は、明画素 1 4 a

よ りも低 い輝度 で あ って、暗画素 1 4 b よ りも高 い輝度 を呈す る。

[0082] な お、 B 画素 1 4 の備 える明画素 1 4 a および暗画素 1 4 b のぞれ ぞれ の

液 晶層 に印加 され る実効電圧の差 1 2 Β ( Β 画素 に関す る 厶V j と

い うこともある。） は、

∆ V 2 B = ( 1 2 ) X ( B + K 2 B ) x V a d ( 9 )

と表 され る。 ここで、 K 1 B および K 2 B は、

K B = C s B ( C I c B + C s B ) -" ( 2 0 a )



K 2 B = C s 2 B ( C I c 2 B + C s 2 B ) - ( 2 0 b )

である。

[0083] また、明画素 1 4 a における容量比 と、暗画素 1 4 b における容量比 とが

互いに等 しい場合には、 A V 1 2 B は、

△ V 1 2 B = K B x V a d ( 9 ' )

と表 される。ここで、 K B = D B ( D B + ) であ り、

D B = C s 1 B C I c 1 B = C s 2 B C I c 2 B - ( 2 )

である。

[0084] 以上のように、各画素の備える各副画素における液晶容量および補助容量

の値を適宜変更することによ り、各画素の備える副画素のそれぞれの液晶層

に印加 される実効電圧を所望の値に設定することができる。

[0085] また、副画素のそれぞれにおける容量比が互いに等 しい画素においては、

当該容量比の値を適否変更することによ り、当該画素の備える副画素のそれ

ぞれの液晶層に印加 される実効電圧の差を所望の値に設定することができる

[0086] 以上、液晶表示装置 1 の構成について、 B 画素 1 4 が 3 つの副画素 （明画

素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、中間画素 1 4 c ) を有する場合を例に挙げ説明を

行 ったが、本実施形態はこれに限定されるものではない。例 えば、本実施形

態に係る液晶表示装置は、 B 画素について 4 つ以上の副画素を有する構成 と

してもよい し、 B 画素が中間画素を備えない構成 としてもよい。 B 画素が 4

つ以上の副画素を有する構成の場合、各副画素における補助容量の値を、当

該 4 つ以上の副画素の各々が、互いに異なる輝度を呈するように、各副画素

における補助容量の値を適宜設定することによって、後述する色ずれの現象

を低減することができる。また、 B 画素が 2 つの副画素 （明画素、暗画素）

のみを有する場合であっても、 Y e 画素、 R画素、G画素、 B 画素の各々に

ついて、各副画素の補助容量の値を適宜設定することによって、色ずれの現

象を低減することができる。

[0087] 以下では、 B 画素 1 4 が 3 つの副画素 （明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、中



間画素 1 4 c ) を有する構成を、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構

成例 とも称 し、 B 画素が 2 つの副画素 （明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b ) のみ

を有する構成を、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例 とも称する

ことにする。

[0088] (色ずれの現象）

本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例、および第 2 の構成例の何

れにおいても、各画素の備える各副画素における液晶容量および補助容量の

値、または、各画素における容量比を、表示画像に生 じ得る色ずれの現象を

低減するように定めることができる。ここで、色ずれの現象とは、表示画面

を正面から観察 した場合に比べて、斜めから観察 したときでは表示画像の色

調が異なって見えて しまう現象のことである。

[0089] 以下では、表示画像に生 じ得る色ずれの現象を低減するような、各画素の

備える各副画素における液晶容量および補助容量の値、または、各画素にお

ける容量比の具体的な値についての説明を行うが、それに先立ち、従来の液

晶表示装置において発生する色ずれの現象について説明を行う。

[0090] ( X Y Z 表色系）

まず、色を定量的に表す体系である表色系について説明する。代表的な表

色系として、赤 （R ) 、緑 （G ) 、および青 （B ) の三原色を用いた R G B

表色系がある。 しか し、 R G B 表色系では知覚可能な色の全てを必ず しも完

全に表色できるわけではなく、例えばレーザー光などに見 られる単一波長の

色はR G B 表色系の外側にある。 R G B 値の係数に負の値を許可すれば、 R

G B 表色系においても任意の色を表色できるようになるが、取 り扱いに不便

さが生 じる。そこで一般には、 曰表色系を改善 した乂丫 表色系が用ぃ

られる。

[0091 ] X Y Z 表色系においては、三刺激値 （X 値、Y 値、 Z 値）の組み合わせに

よって、所望の色を表色する。新たな刺激値であるX 値、Y 値、 Z 値は、元

の R値、G値、 B 値を相互に足 し合わせることによって得 られる。これ らの

三刺激値を組み合わせれば、特定のスぺク トルの色も、スぺク トルの光の混



合光も、さらに物体の色もすベて表色することが可能になる。

[0092] X 値、Y 値、 Z 値のうち、Y 値は明るさの刺激に対応している。すなわち

、Y値は明度の代表値として用いることが可能である。また、X値は主に赤

色を代表する刺激値であるが、青色の波長領域の色刺激も一定量含んでいる

。Z 値は、主として青色を代表する色刺激であるが、緑色および赤色の波長

領域の色刺激も一定量含んでいる。

[0093] また、本実施形態のように、各画素が表示する赤色、緑色、青色、および

黄色の混色によって表現される色も、上記X Y Z 表色系を用いて表現するこ

とができる。また、Y e 画素 8 が表示する黄色成分は、主に、上記X Y Z 表

色系におけるX値およびY値に寄与し、B画素 1 4 が表示する青色成分は、

主に、上記X Y Z 表色系におけるZ 値に寄与する。

[0094] (比較例に係る液晶表示装置における色ずれの現象）

(正面からの見え方）

通常、液晶表示装置においては、正面視角 （0 度方向）において表示画面

の色度が一定になるように調整されている。図 3 は、比較例に係る液晶表示

装置の、正面視角における、階調と三刺激値 （X値、Y値、Z 値）との関係

(特性）を示す図である。

[0095] ここで、当該比較例に係る液晶表示装置は、V A モー ドの液晶表示装置で

あり、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例とほぼ同様の構成を有

している。すなわち、当該比較例に係る液晶表示装置は、B画素について、

2 つの副画素のみを有している。ただし、当該比較例に係る液晶表示装置に

おけるR画素 1 0 、G画素 1 2 、Y e 画素 8 、B画素 1 4 の各画素の備える

副画素のそれぞれにおける容量比は、画素ごとに互いに等しく設定されてお

り、数式 （9 ) 、 （1 2 ) 、 （1 5 ) 、 （2 1 ) によって表される各画素に

おける容量比D R、D G、D Y e 、および、D B は、

D R = D G = D Y e = D B = 0 . 6

を満たしている。また、R画素 1 0 、G画素 1 2 、Y e 画素 8 、B画素 1 4

の各画素の備える副画素電極のそれぞれの面積は、互いに等しく設定されて



いる。

[0096] また、当該比較例に係る液晶表示装置においては、 C S バスライン 6 に供

給 される補助容量駆動信号の電圧波形の振幅は 1 . 9 V であ り、全幅 V a d

= 3 . 8 V である。

[0097] したがって、当該比較例に係る液晶表示装置の備える各副画素の液晶層に

印加 される実効電圧の差は、

A V 2 R = A V 1 2 G = A V 1 2 Y e = A V 2 B = ( 3 8 ) x V a

d = ( 3 8 ) x 3 . 8 ( V )

である。

[0098] 図 3 に示すように、正面視角においては、階調 とX 値、 Y 値、 Z 値 との関

係を示すグラフは、いずれ も一定の (ガンマ）値を有する曲線 となってい

る。 したがって、当該比較例に係る液晶表示装置の表示画面を正面か ら観察

した場合は、色ずれの現象は発生 しない。

[0099] (斜め方向か らの見え方）

しか し、V A モー ドの液晶表示装置は、液晶層複屈折率効果を利用 してお

り、液晶層の リタデーシ ヨンが波長分散を持っため、光の波長によって透過

率が変わる。また、液晶層の リタデ一シ ヨンは正面視角よ りも斜め視角にお

いて見かけ上大きくなるので、斜め視角では透過率変動の光波長依存性が正

面視角よ りも増加する。この結果、正面か ら画面を観察 した場合 とは異な り

、斜め方向か ら画面を観察 した場合の 値 （よ り具体的には、後述する I o

c a I の値）は一定ではな くなるため、斜め方向において、色ずれの現象

が発生する。また、色ずれの現象は、V A モー ドの液晶表示装置にのみ生 じ

るものではな く、例 えば、 T N モー ドの液晶表示装置においても発生する。

[01 00] 図 4 は、当該比較例に係る液晶表示装置の、斜め視角 （よ り具体的には極

角 6 0 度）における階調一X Y Z 値特性を示す図である。

[01 0 1] 図 4 に示すように、極角 6 0 度においては、中間調において、 X 値および

Y 値がほぼ同 じ階調 （略 1 1 0 階調）にて立ち上がつている。すなわち、極

角 6 0 度においては、 X 値および Y 値を示すグラフの傾きが、双方 とも、略



0 階調にて変化 し、略 1 1 0 階調以下における傾 きよ りも、略 1 1 0 階

調以上略 1 5 0 階調以下における傾 きの方が大 き くな つている。また、 X 値

を示すグラフ、および、 Y 値 を示すグラフ共に、 1 2 0 〜 1 3 0 階調付近か

ら、なだ らかな傾 きへ と転 じている。 このような X 値および Y 値 を示すグラ

フの プロファイルは、特に略 1 0 0 階調〜略 1 5 0 階調の範囲において、 X

値および Y 値のそれぞれ についての 値が大 き く変化 していることを示 して

いる。

[01 02] また、図 4 に示す ように、極角 6 0 度においては、中間調において、 Z 値

を示すグラフの傾 きが大 き く変化 している。具体的には、 Z 値 を示すグラフ

の傾 きは、 1 0 0 階調付近において小 さくな り、 1 5 0 階調付近において大

き くな つている。換言すれ ば、 Z 値 を示すグラフの プロファイルは、 1 3 0

階調付近において、デ ィップを有す るもの とな っている。

[01 03] このように、極角 6 0 度においては、特に中間調において、 X 値、 Y 値、

および z 値 を示すグラフの曲線が、 ：値が一定である理想曲線か ら大 き く外

れ るもの となるため、色ずれの現象が生 じて しま う。また、 このような、階

調 — X Y Z 値特性は、極角 6 0 度に限 られ るものではな く、その他の極角に

よって規定 され る斜め視角においても同様である。 したが って、当該比較例

に係 る液晶表示装置 においては、一般に斜め視角において、中間調における

色ずれの現象が生 じて しま う。

[01 04] 以下では、当該比較例 に係 る液晶表示装置 における X 値および Y 値のそれ

ぞれ についての 値 （l o c a l の値）の特性 を、図 5 を参照 してよ り詳

しく説明す る。

[01 05] 図 5 は、当該比較例 に係 る液晶表示装置の、極角 6 0 度における階調一 I

o c a I 特性 を示す図である。 ここで、 I o c a I とは、 値の局所的

な傾 きを示す指標である。

[01 06] ここで、表示画面の法線方向に対 して所定の角度か ら測定 した光学特性に

おける最大輝度 を T と し、前記所定の角度 と同方向か らの、階調値 a に基づ

く輝度 を t a 、階調値 b ( a と b とは異なる値）に基づ く輝度 を t b と し、



前記最大輝度 T に対す る前記輝度 t a 及び前記輝度 t b のそれぞれの輝度比

を T a 及び T b とす ると、 I o c a 1 は、

I o c a I γ = \ o g い - a ) — l o g ( T b ) ) \ \ o g ( a ) ―

l o g ( b ) ) - " ( A )

によって定義 され る。

[01 07] 図 5 に示す ように、略 1 0 0 階調以下において、 X 値に関す る l o c a l

の値、および、 Y 値に関す る l o c a l の値は、互 いに略等 しい。一方

、略 1 0 0 階調において、 X 値に関す る l o c a l の値、および、 Y 値に

関す る l o c a l の値は、共に急峻な立ち上が りを示 している。 X 値に関

す る I o c a I は、略 1 0 0 階調か ら略 1 5 0 階調までの区間において、

略 1 . 0 増力 し、 Y 値に関す る I o c a I は、略 1 0 0 階調か ら略 1 2 0

階調までの区間において、略 1 . 1 増加 している。

[01 08] また、図 5 に示す ように、 Z 値に関す る l o c a l の値は、略 5 0 階調

か ら略 1 1 0 階調までの範囲において減少 し、略 1 1 0 階調において急峻な

立ち上が りを示 している。具体的には、 Z 値に関す る l o c a l の値は、

略 1 1 0 階調か ら略 1 5 0 階調までの範囲において、略 2 . 0 増加 している

[01 09] 色ずれが生 じないようにす るためには、 I o c a I の値は、斜め視野角

においても一定であることが望ま しい。 これ は、正面視野角において、 I o

c a I の値が一定 となるように調整 されているためである。 しか しなが ら

、当該比較例 に係 る液晶表示装置 においては、図 5 か ら明 らかなように、 X

値に関す る l o c a l の値、 Y 値に関す る l o c a l の値、および Z 値

に関す る l o c a l の値は、何れ も中間調において、大 き く変化 している

[01 0] したが って、比較例 に係 る液晶表示装置 においては、斜め視角において、

中間調における色ずれが発生 して しま う。

[01 11] (本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 における色ずれの現象）

以下では、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 、すなわち、 B



画素 1 4 が 2 つの副画素 （明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b ) のみ を有す る構成

における色ずれの現象について説明す る。

[01 2] 本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、 R 画素 1 0 、

G 画素 1 2 、 Y e 画素 8 、および、 B 画素 1 4 の各画素の備 える副画素のそ

れぞれ における容量比が、画素 ごとに互 いに等 しく設定 されてお り、 さらに

、数式 （9 ) 、 （1 2 ) 、 （1 5 ) 、および （2 1 ) によって表 され る各画

素における容量比 D R 、 D G 、 D Y e 、および D B は、

D = D G = D B = 0 . 6

D Y e = 0 . 2

を満た している。また、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2 、 Y e 画素 8 、 B 画素 1 4

の各画素の備 える副画素電極のそれぞれの面積 は、互 いに等 しく設定 されて

いる。

[01 3] また、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、 C S バ

スライン 6 に供給 され る補助容量駆動信号の電圧波形の振幅は 1 . 9 V であ

り、全幅 V a d = 3 . 8 V である。

[01 4] したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 における各副

画素の液晶層に印加 され る実効電圧の差は、

A V 2 R = A V 1 2 G = A V 2 B = ( 3 8 ) x V a d = ( 3 8 )

x 3 . 8 ( V )

∆ V 2 Y e = ( 1 6 ) x V a d = ( 1 6 ) x 3 . 8 ( V )

で ある。

[01 5] 上記のように、容量比 D Y e 力、 容量比 D R および容量比 D G に比べて小

さいため、 Y e 画素 8 の備 える各副画素の液晶層に印加 され る実効電圧の差

△ V 1 2 Y e は、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2 、および、 B 画素 1 4 のそれぞれ

備 える各副画素の液晶層に印加 され る実効電圧の差 1 2 R 、 ∆ V 2 G

、および A V 1 2 B に比べて、小 さい。

[01 6] この ように、 Y e 画素 8 における実効電圧の差 △ V 1 2 Y e を、 R 画素 1

0 および G 画素 1 2 のそれぞれ における実効電圧の差 1 2 R および



2 G に比べて小 さくす ることによって、例 えば、以下のような効果を奏す

る。

[01 7] す なわち、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2 、および、 Y e 画素 8 の表示す る画像

の輝度に対 して、低階調においては、 R 画素 1 0 の備 える明画素 1 O a 、G

画素 1 2 の備 える明画素 1 2 a 、および、 Y e 画素 8 の備 える明画素 8 a が

主に寄与 し、階調が上がるにつれて、 Y e 画素 8 の備 える暗画素 8 b が寄与

し始め、 さらに階調が上がるにつれて、 R 画素 1 0 の備 える暗画素 1 0 b 、

および、 G 画素 1 2 の備 える暗画素 1 2 b が寄与 し始める。

[01 8] 換言すれ ば、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、

赤色、緑色、および、黄色 を成分 と して含む色の輝度が、階調が上がるに従

し、、少な くとも 3 段階に分かれて立ち上がる。

[01 9] これ は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例が、赤色、緑色、

および、黄色 を成分 と して含む色 を表示す る場合、画素が副画素に少な くと

も 3 分割 されていることと同様の効果を奏す ることを示 している。 したが つ

て、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、特に X 値お

よび Y 値についての I o c a I 丫を、よ り一定に近づけることができる。

[01 20] —方で、 D R = D G = D Y e = D B に設定 されている比較例 に係 る液晶表

示装置 においては、 Y e 画素 8 における実効電圧の差 △ V 1 2 Y e 力、 R 画

素 1 0 および G 画素 1 2 のそれぞれ における実効電圧の差 1 2 R および

△ V 1 2 G に等 しい。

[01 2 1 ] このため、比較例 に係 る液晶表示装置 においては、低階調において、 R 画

素 1 0 の備 える明画素 1 0 a 、G 画素 1 2 の備 える明画素 1 2 a 、および、

Y e 画素 8 の備 える明画素 8 a が主に寄与 し、階調が上がるにつれて、 Y e

画素 8 の備 える暗画素 8 b 、 R 画素 1 0 の備 える暗画素 1 0 b 、および、 G

画素 1 2 の備 える暗画素 1 2 b がー様 に寄与 し始める。 したが って、比較例

に係 る液晶表示装置 においては、赤色、緑色、および、黄色 を成分 と して含

む色の輝度が、 2 段階に分かれて立ち上がるに過 ぎない。

[01 22] この ように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、



容量比 D Y e を、容量比 D R および容量比 D G に比べて小 さく設定す ること

によって、赤色、緑色、および、黄色 を成分 と して含む色の輝度 を、階調が

上がるに従 い、少な くとも 3 段階に分かれて立ち上 げることができるので、

比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、特に X 値および Y 値についての I o c

a I γ を、よ り一定に近づけることができる。 したが って、本実施形態に係

る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、斜め視野角における色ずれの現

象 を効果的に抑制す ることができる。

[01 23] また、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、後述す

るように、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、中間調における Ζ 値の変化

も小 さくす ることができる。

[01 24] 以下では、図 6 〜図 9 を参照 して、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2

の構成例の奏す る効果について、よ り具体的に説明す る。

[01 25] 図 6 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 についての、正面

視角における、階調 と三刺激値 （X 値、 Υ 値、 Ζ 値） との関係 （特性）を示

す図である。

[01 26] 図 6 に示す ように、正面視角においては、階調 とX 値、 Υ 値、 Ζ 値 との関

係 を示すグラフは、いずれ も一定の (ガンマ）値 を有す る曲線 とな ってい

る。 したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例の表示画面

を正面か ら観察 した場合は、色ずれの現象は発生 しない。

[01 27] 図 7 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例の、斜め視角 （よ

り具体的には極角 6 0 度）における階調 — X Y Z 値特性 を示す図である。

[01 28] 図 7 に示す ように、 X 値および Y 値の双方について、略 1 0 0 階調〜略 1

5 0階調の範囲における 値の変化が、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて

小 さくな つている。 このように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構

成例 においては、 X 値および γ 値 を示すグラフの曲線が、 値が一定である

理想曲線によ り近 いもの となるため、色ずれの現象が抑制 され る。また、 z

値 を示すグラフの曲線 も、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、 値が一定

である理想曲線によ り近 いもの とな っている。具体的には、 z 値 を示すグラ



フの 1 3 0 階調付近におけるデ ィップが比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて

小 さくな つている。 これ は、 Z 値に寄与す る色成分の うち、赤色成分および

黄色成分についての 特性が、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、改善 さ

れているためである。

[01 29] 図 8 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 についての、極角

6 0 度 における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[01 30] 図 8 か ら明 らかなように、 X 値に関す る l o c a l の値、および、 Y 値

に関す る l o c a l の値 は、略 2 0 階調か ら略 2 2 0 階調までの範囲にお

いて、略一定の値 をとつている。 これ は、比較例 に係 る液晶表示装置 におけ

る X 値に関す る l o c a l の値、および、 Y 値に関す る I o c a I の値

力、 略 1 0 0 階調〜略 1 5 0 階調の範囲において、大 き く変化 していること

と対照的である。

[01 3 1 ] また、 Z 値 に関す る l o c a l の値の中間調における変化 も、比較例 に

係 る液晶表示装置 に比べて小 さくな つている。 これ は、 Z 値に寄与す る色成

分の うち、赤色成分および黄色成分についての l o c a l 特性が、比較例

に係 る液晶表示装置 に比べて、改善 されているためである。

[01 32] 以上のように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 によれ ば、

Y e 画素 8 における実効電圧の差 A V 2 Y e を、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2

、および B 画素 1 4 のそれぞれ における実効電圧の差 1 2 R 、 ∆ V 2

G 、および A V 1 2 Β に比べて小 さくす ることによって、斜め視野角におけ

る色ずれの現象 を効果的に抑制す ることができる。

[01 33] (本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 における色ずれの現象）

以下では、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 、すなわち、 Β

画素 1 4 が 3 つの副画素 （明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、中間画素 1 4 c )

を有す る構成における色ずれの現象について説明す る。

[01 34] 本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、 R 画素 1 0 、

G 画素 1 2 、 Y e 画素 8 、および、 B 画素 1 4 の各画素の備 える副画素のそ

れぞれ における容量比が、画素 ごとに互 いに等 しく設定 されてお り、 さらに



、数式 （9 ) 、 （1 2 ) 、 （1 5 ) 、および （2 1 ) によって表 され る各画

素における容量比 D R 、 D G 、 D Y e 、および D B は、

D R = D G 0 . 6

D Y e = 0 . 2

D B = 0 . 5

を満た している。また、 R 画素 1 0 、G 画素 1 2 、 Y e 画素 8 の各画素の備

える副画素電極のそれぞれの面積 は、互 いに等 しく設定 されている。一方で

、 B 画素 1 4 の備 える明画素 1 4 a 、暗画素 1 4 b 、および、中間画素 1 4

c おける副画素電極の面積 を、それぞれ、 S a 、 S b 、および S c と表す こ

とにす ると、 S a 、 S b 、および S c は、

S a ：S b ：S c = . 8 : 1 . 8 : 1

を満た している。

[01 35] また、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、 C S バ

スライン 6 に供給 され る補助容量駆動信号の電圧波形の振幅は 1 . 9 V であ

り、全幅 V a d = 3 . 8 V である。

[01 36] したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 における各副

画素の液晶層に印加 され る実効電圧の差は、

A V 2 = A V 2 G = ( 3 8 ) x V a d = ( 3 8 ) x 3 . 8 ( V

)

∆ V 2 Y e = ( 1 6 ) x V a d = ( 1 6 ) x 3 . 8 ( V )

∆ V 2 B = ( 1 3 ) x V a d = ( 1 3 ) x 3 . 8 ( V )

で ある。

[01 37] この ように、 Y e 画素 8 における実効電圧の差 △ V 1 2 Y e を、 R 画素 1

0 および G 画素 1 2 のそれぞれ における実効電圧の差 1 2 R および

2 G に比べて小 さくす ることによって、本実施形態に係 る液晶表示装置の

第 2 の構成例 と同様 に、赤色、緑色、および、黄色 を成分 と して含む色の輝

度が、階調が上がるに従 い、少な くとも 3 段階に分かれて立ち上がる。

[01 38] したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 は、赤色、緑



色、および、黄色 を成分 と して含む色 を表示す る場合、画素が副画素に少な

くとも 3 分割 されていることと同様の効果を奏す ることを示 している。 これ

によ り、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、 X 値お

よび Y 値についての I o c a I を、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、

よ り一定に近づけることができる。

[01 39] さ らに、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、 B 画

素 1 4 の備 える明画素 1 4 a 、中間画素 1 4 c 、および、暗画素 1 4 b のそ

れぞれ に印加 され る実効電圧 V 1 B 、 V 3 B 、および V 2 B は、 C s 3 B =

C s 4 B ととつた場合、

V B = V s _ △ V d - V c o m + : 1 / 3 X . 9

V 3 B = V s _ △ V d - V c o m

V 2 B = V S - ∆ V d - V c o m 一 ( 1 3 ) x . 9

となる。

[01 40] したが って、 B 画素 1 4 の表示す る画像の輝度に対 して、低階調において

は、 B 画素 1 4 の備 える明画素 1 4 a が主に寄与 し、階調が上がるにつれて

、中間画素 1 4 c が寄与 し始め、 さらに階調が上がるにつれて、暗画素 1 4

b が寄与 し始める。

[01 4 1 ] この ように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、

B 画素 1 4 が 3 つの副画素 を有 しているため、青色 を成分 と して含む色の輝

度が、階調が上がるに従 い、 3 段階に分かれて立ち上がる。

[01 42] これ によ り、比較例 に係 る液晶表示装置 および本実施形態に係 る液晶表示

装置の第 2 の構成例 に比べて、 Z 値についての l o c a l の プロファイル

を X 値および Y 値についての I o c a I の プロファイルによ り近づけるこ

とができる。

[01 43] したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、

比較例 に係 る液晶表示装置 および本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構

成例 に比べて、色ずれの現象 をよ り効果的に抑制す ることができる。

[01 44] 以下では、図 9 〜図 1 2 ( a ) 〜 （b ) を参照 して、本実施形態に係 る液



晶表示装置の第 1 の構成例の奏す る効果について、よ り具体的に説明す る。

[01 45] 図 9 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、正面

視角における、階調 と三刺激値 （X 値、 Y 値、 Z 値） との関係 （特性）を示

す図である。

[01 46] 図 9 に示す ように、正面視角においては、階調 とX 値、 Y 値、 Z 値 との関

係 を示すグラフは、いずれ も一定の (ガンマ）値 を有す る曲線 とな ってい

る。 したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例の表示画面

を正面か ら観察 した場合は、色ずれの現象は発生 しない。

[01 47] 図 1 0 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例の、斜め視角 （

よ り具体的には極角 6 0 度）における階調 — X Y Z 値特性 を示す図である。

[01 48] 図 1 0 に示す ように、 X 値および Y 値の双方について、略 1 0 0 階調〜略

5 0 階調の範囲における 値の変化が、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べ

て小 さくな つている。 さらに、 Z 値 を示すグラフの 1 3 0 階調付近における

デ ィップが、比較例 に係 る液晶表示装置、および、本実施形態に係 る液晶表

示装置の第 2 の構成例の何れ に比べても小 さくな つている。 これ は、本実施

形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例の奏す る効果に加 え、 B 画素 1 4 が

3 つの副画素 を有す ることによ り、青色 を成分 と して含む色の輝度が、階調

が上がるに従 い、 3 段階に分かれて立ち上がるためである。

[01 49] この ように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 においては、

X 値、 Y 値、および Z 値 を示すグラフの曲線が、比較例 に係 る液晶表示装置

、および、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例の何れ に比べても

、 値が一定である理想曲線によ り近 いもの となるため、色ずれの現象がよ

り効果的に抑制 され る。

[01 50] 図 1 1 は、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての、極

角 6 0 度 における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[01 5 1 ] 図 1 1 か ら明 らかなように、 X 値に関す る l o c a l の値、および、 Y

値に関す る l o c a l の値 は、略 2 0 階調か ら略 2 2 0 階調までの範囲に

おいて、略一定の値 をとつている。また、 Z 値に関す る l o c a l の プロ



ファイルは、 X 値および Y 値に関す る I o c a I の プロファイル と略同 じ

もの とな っている。 したが って、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構

成例 においては、階調によって、青色成分 （Z 値に対応）が強調 された りさ

れなか った りといった現象が抑制 され るので、色ずれの現象がよ り効果的に

抑制 され る。

[01 52] 図 1 2 ( a ) は、比較例 に係 る液晶表示装置、本実施形態に係 る液晶表示

装置の第 2 の構成例 、および、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成

例のそれぞれ について、 0 階調か ら 2 5 5 階調までのグ レースケール を表示

させた場合の階調 _ A u ' ν ' 特性 を示すグラフである。 ここで、上記

' V ' は、正面視野角における u ' ' 色度 と斜め視野角における u ' '

色度 との u ' ' 色度空間上での座標間距離 を表す もの とす る。

[01 53] 図 1 2 ( a ) において、 A は、比較例 に係 る液晶表示装置 についての階調

_ △ u ' V ' の特性 を示 してお り、 B は、本実施形態に係 る液晶表示装置の

第 2 の構成例 についての階調 _ △ u ' ν ' の特性 を示 してお り、 C は、本実

施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成例 についての階調 _ △ u ' ν ' の特

性 を示 している。

[01 54] また、図 1 2 ( b ) は、比較例 に係 る液晶表示装置、本実施形態に係 る液

晶表示装置の第 2 の構成例 、および、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1

の構成例 についての、 5 0 階調か ら 2 0 0 階調までの △ u ' ν ' の平均値 A

e ( 5 0 - 2 0 0 ) と、 5 0 階調か ら 2 0 0 階調までの △ u ' v ' の標準

偏差 ( 5 0 - 2 0 0 ) とを示す表である。 ここで、 A u ' ν ' の平均値が

小 さいほど、また、 ∆ υ ' ν ' の標準偏差が小 さいほど、色ずれの現象が抑

制 されていることを示す。

[01 55] 図 1 2 ( b ) に示す ように、本実施形態に係 る液晶表示装置の第 1 の構成

例 （図 1 2 ( b ) における C に対応）についての平均値 A v e ( 5 0 - 2 0

0 ) は、比較例 に係 る液晶表示装置 （図 1 2 ( b ) における A に対応）およ

び本実施形態に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 （図 1 2 ( b ) における B

に対応）の何れ についての ものよ りも小 さく、本実施形態に係 る液晶表示装



置 の 第 1 の 構 成 例 に つ い て の 標 準 偏 差 σ ( 5 0 - 2 0 0 ) は 、 比 較 例 に 係 る

液 晶 表 示 装 置 お よ び 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 第 2 の 構 成 例 の 何 れ に

つ い て の も の よ り も 小 さ い 。 こ の こ と か ら も 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装

置 の 第 1 の 構 成 例 に お い て 、 色 ず れ の 現 象 が 効 果 的 に 抑 制 さ れ て い る こ と が

分 か る 。

[01 56] 〔実 施 形 態 2 〕

実 施 形 態 1 に お い て は 、 本 発 明 を マ ル チ 画 素 駆 動 （M t i P i x e l D r i ve) 方

式 を 用 い て 実 現 す る 場 合 に つ い て 説 明 を 行 っ た が 、 本 発 明 は 、 そ の よ う な 駆

動 方 式 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 以 下 で は 、 実 施 形 態 2 と し て 、 本 発 明 を

3 T F T 駆 動 方 式 を 用 い て 実 現 す る 場 合 に つ い て 図 1 3 〜 図 2 4 ( a ) 〜 （

b ) を 参 照 し て 説 明 を 行 う 。

[01 57] 以 下 の 説 明 で は 、 本 発 明 の 効 果 が 顕 著 に 現 れ る 、 誘 電 異 方 性 が 負 の 液 晶 材

料 を 用 い た 垂 直 配 向 型 液 晶 表 示 装 置 （V A モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 ） を 例 示 す

る 力、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば T N モ ー ド の 液 晶 表 示 装 置 に も 適

用 で き る 。

[01 58] ( 液 晶 表 示 装 置 1 0 0 の 構 成 ）

液 晶 表 示 装 置 1 0 0 は 、 図 2 5 に 示 し た 液 晶 表 示 装 置 1 と 同 様 に 、 シ ー ル

ド ケ ー ス 、 表 示 パ ネ ル 、 複 数 の 回 路 基 板 、 拡 散 板 、 お よ び 、 背 面 ケ ー ス を 備

え て い る 。 当 該 複 数 の 回 路 基 板 に は 、 後 述 す る ゲ ー ト ド ラ イ バ 、 ソ ー ス ド ラ

ィ バ 、 C S ド ラ イ バ 、 お よ び 、 制 御 回 路 が 形 成 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 装 置 1

0 0 の 全 体 構 成 は 、 液 晶 表 示 装 置 1 と ほ ぼ 同 様 で あ る た め 、 こ こ で は 説 明 を

省 略 す る 。 な お 、 液 晶 表 示 装 置 1 0 0 は 、 液 晶 表 示 装 置 1 と 同 様 に 、 液 晶 力

ラ ー テ レ ビ 受 像 機 、 ノ ー トパ ソ コ ン 、 各 種 デ ィ ス プ レ イ 、 携 帯 電 話 端 末 、 お

よ び 、 携 帯 情 報 端 末 な ど に 用 い る こ と が で き る 。

[01 59] 図 1 3 は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 3 T F T 駆 動 方 式 に

よ り 駆 動 す る 液 晶 表 示 装 置 1 0 0 の 備 え る 表 示 パ ネ ル に お け る 、 画 素 の 等 価

回 路 を 示 す 図 で あ る 。 図 1 3 に 示 す よ う に 、 液 晶 表 示 装 置 1 0 0 の 備 え る 表

示 パ ネ ル は 、 複 数 の ゲ ー トバ ス ラ イ ン 2 ' 、 複 数 の ソ ー ス バ ス ラ イ ン 4 ' 、



複数の C S バスライン 6 ' (補助容量配線または蓄積容量 / くスラインと称す

ることもある）、複数のスィ ツチング素子 T F T ' 〜 T F T 5 ' 、複数の

補助容量 C s 1 ' 〜 C s 3 ' 、複数の液晶容量 C l c 1 ' 〜 C l c 3 ' 、並

びに複数のキャパ シタ （蓄積容量） C d ' および C d ' ' を備 えている。液

晶表示装置 1 0 0 の備 える表示パネルには複数の画素が形成 されてお り、各

画素 を 3 T F T 駆動方式によって駆動す る。各画素はいずれ も液晶層 と、当

該液晶層に電圧 を印加す る電極 とを有 し、行および列 を有す るマ トリックス

状に配列 されている。

[01 60] 図 1 3 において、ゲー トバスライン 2 に は、 I (ただ し I は正の整数）

本 目のゲー トバスライン 2 ' を示す。また、 ソースバスライン 4 m ' は、m

(ただ しm は正の整数）本 目の ソースバスライン 4 ' を示す。また、 C S バ

スライン 6 n ' は、 n (ただ し n は正の整数）本 目の C S バスライン 6 ' を

示す。

[01 6 1 ] ( ドライバ）

液晶表示装置 1 0 0 の備 える表示パネルには、各ゲー トバスライン 2 ' に

走査信号 を供給す るゲー トドライバ と、各 ソースバスライン 4 ' にデー タ信

号 を供給す るソース ドライバ と、各 C S バスライン 6 ' に補助容量駆動信号

を供給す る C S ドライバ と力、 それぞれ接続 されている。 これ らの ドライバ

はいずれ も、制御回路か ら出力された制御信号 に基づいて動作す る。

[01 62] (画素構造）

複数のゲー トバスライン 2 ' および複数の ソースバスライン 4 ' は、図示

しない絶縁膜 を介 して、互 いに交差 して形成 されている。液晶表示装置 1 0

0 では、 1 つのゲー トバスライン 2 ' と 1 つの ソースバスライン 4 ' とによ

つて画定 され る領域 ごとに、 1 つの画素が形成 され る。当該画素は、複数の

互 いに異なる種類の色の うちいずれかを個別に表示す る。本実施形態におい

ては、上記複数の互 いに異なる種類の色 には、複数の原色、および、該複数

の原色の うち少な くとも 2 つの原色 を組み合わせ ることによって得 られ る少

な くとも 1 つ以上の色が含まれ る。以下では、特に、上記複数の互 いに異な



る種類の色が、光の 3 原色 （以下、単に 「3 原色」 と呼ぶ） と して、赤色、

緑色、および青色 を含み、上記複数の原色の うち少な くとも 2 つの原色 を組

み合わせ ることによって得 られ る色 と して、黄色 （赤色 および緑色の組み合

わせ）を含む場合について説明す る。

[01 63] 液 晶表示装置 1 0 0 内には、黄色 を表示す る Y e 画素 8 ' 、赤色 を表示す

る R 画素 1 0 ' 、緑色 を表示す るG 画素 1 2 ' 、および、青色 を表示す る B

画素 1 4 ' がそれぞれ形成 されている。 これ らの画素 を組み合わせて用 いる

ことによって、所望のカラ一画像 を表示す る。

[01 64] この ように、液晶表示装置 1 0 0 力、 赤色、緑色、および青色の 3 原色 を

それぞれ表示す る画素のみな らず、 3 原色以外の色である黄色 を表示す る画

素 を備 えることによって、実施形態 1 に係 る液晶表示装置 1 と同様 に、 3 原

色 を表示す る画素のみ を備 える構成に比べて、それぞれの画素によって表示

され る色の混色 によ り表現できる色の数 を格段に増加 させ ることができる。

また、ライ トブル一、イエ ロ一、および、ゴール ド等の色の主観的な美 しさ

を格段に向上 させ ることができる。

[01 65] (明画素および暗画素）

R 画素 1 0 ' 、G 画素 1 2 ' 、および Y e 画素 8 ' は、いずれ も、それぞ

れ液晶層に互 いに異なる電圧 を印加す ることができる 2 つの副画素 （明画素

および暗画素）を有 している。 R 画素 1 0 ' は明画素 1 0 a ' および暗画素

0 b ' を有 し、 G 画素 1 2 ' は明画素 1 2 a ' および暗画素 1 2 b ' を有

し、 Y e 画素 8 ' は明画素 8 a ' および暗画素 8 b ' を有 している。

[01 66] また、 B 画素 1 4 ' は、それぞれ液晶層に互 いに異なる電圧 を印加す るこ

とができる 3 つの副画素 （明画素 1 4 a ' 、暗画素 1 4 b ' 、および中間画

素 1 4 c ' ) を有 している。

[01 67] 各副画素は、いずれ も、対向電極 と、液晶層 を介 して当該対向電極 に対向

す る副画素電極 とによって形成 され る液晶容量 を有 している。 さらに、副画

素電極 に電気的に接続 された補助容量電極 と、絶縁層 と、当該絶縁層 を介 し

て補助容量電極 と対向す る補助容量対向電極 とによって形成 された補助容量



も有 している。また、各暗画素は、何れ も、一端が C S バスライン 6 ' に接

続 された蓄積容量 も有 している。

[01 68] (液 晶容量および補助容量）

各画素の有す る副画素は、液晶容量 を有 している。明画素は、液晶容量 C

I c ' を有 してお り、暗画素は液晶容量 C I c 2 ' を有 している。よ り具

体的には、図 1 3 に示す ように、 R 画素 1 0 ' の明画素 1 O a ' は、液晶容

量 C I c ' を有 してお り、暗画素 1 0 b ' は、液晶容量 C I c 2 R ' を

有 している。同様 に、 G 画素 1 2 ' の明画素 1 2 a ' は、液晶容量 C I c

G ' を有 してお り、暗画素 1 2 b ' は、液晶容量 C I c 2 G ' を有 してお り

、 B 画素 1 4 ' の明画素 1 2 a ' は、液晶容量 C I c B ' を有 してお り、

暗画素 1 4 b ' は、液晶容量 C l c 2 B ' を有 してお り、 Y e 画素 8 ' の明

画素 8 a ' は、液晶容量 C I c Y e ' を有 してお り、暗画素 8 b ' は、液

晶容量 C I c 2 Y e ' を有 している。また、 B 画素 1 4 ' の備 える中間画素

1 4 c ' は、液晶容量 C l c 3 B ' を有 している。

[01 69] また、液晶容量 C I c ' には、電気的に並列に第 1 の補助容量 C s '

が接続 されてお り、液晶容量 C I c 2 ' には、電気的に並列に第 2 の補助容

量 C s 2 ' が接続 されている。よ り具体的には、液晶容量 C I c ' には

、電気的に並列に補助容量 C s R ' が接続 され、液晶容量 C I c 2 R ' に

は、電気的に並列に補助容量 C s 2 R ' が接続 されている。同様 に、液晶容

量 C I c 1 G ' には、電気的に並列に補助容量 C s G ' が接続 され、液晶

容量 C I c 2 G ' には、電気的に並列に補助容量 C s 2 G ' が接続 されてお

り、液晶容量 C I c Β ' には、電気的に並列に補助容量 C s B ' が接続

され、液晶容量 C I c 2 Β ' には、電気的に並列に補助容量 C s 2 B ' が接

続 されてお り、液晶容量 C I c Υ β ' には、電気的に並列に補助容量 C s

1 Y e ' が接続 され、液晶容量 C I c 2 Y e ' には、電気的に並列に補助容

量 C s 2 Y e ' が接続 されている。また、液晶容量 C I c 3 Β ' には、第 3

の補助容量 C s 3 B ' が接続 されている。

[01 70] (蓄積容量）



各暗画素は、蓄積容量 C d ' を有 している。よ り具体的には、図 1 3 に示

す ように、 R 画素 1 0 ' の暗画素 1 0 b ' は、蓄積容量 C d R ' を有 してお

り、 G 画素 1 2 ' の暗画素 1 2 b ' は、蓄積容量 C d G ' を有 してお り、 B

画素 1 4 ' の暗画素 1 4 b ' は、蓄積容量 C d B ' を有 してお り、 Y e 画素

8 ' の暗画素 8 b ' は、蓄積容量 C d Y e ' を有 している。また、 B 画素 1

4 ' の備 える中間画素 1 4 c ' は、蓄積容量 C d B ' ' を有 している。

[01 7 1 ] 各蓄積容量 C d ' は、対応す る T F T 3 ' の ソース電極 に接続 された蓄積

容量電極 と、絶縁膜 と、当該絶縁膜 を介 して蓄積容量電極 に対向す る蓄積容

量対向電極 とによって形成 されている。また、蓄積容量 C d B ' ' は、 T F

T 5 B ' の ソース電極 に接続 された蓄積容量電極 と、絶縁膜 と、当該絶縁膜

を介 して蓄積容量電極 に対向す る蓄積容量対向電極 とによって形成 されてい

る。各蓄積容量対向電極 は、 C S バスライン 6 η ' に接続 されている。

[01 72] (スイ ッチング素子 T F T 1 ' および T F T 2 ' )

R 画素 1 0 ' 、G 画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' 、および Y e 画素 8 ' には、

いずれ も、 T F T 1 ' 、および T F T 2 ' がそれぞれ形成 されている。各補

助容量 C s ' の補助容量電極 は、それぞれ対応す る T F T 1 ' または T F T

2 ' ( B 画素 1 4 ' においては、それぞれ対応す る T F T 1 B ' 、 T F T 2

B ' または T F T 4 B ' ) の ドレイン電極 に接続 されている。 T F T 1 ' お

よび T F T 2 ' のゲー ト電極 は共通のゲー トバスライン 2 に に接続 されて

お り、 T F T 1 ' および T F T 2 ' の ソース電極 は共通の ソースバスライン

4 ' に接続 されている。すなわち、図 1 3 に示す ように、 Y e 画素 8 ' の T

F T Y e ' および T F T 2 Y e ' の ソース電極 は、 ソースバスライン 4 m

' に接続 されている。同様 に、 R 画素 1 0 の T F T 1 R ' および T F T 2 R

' の ソース電極 は、 ソースバスライン 4 (m + ) ' に接続 されてお り、 G

画素 1 2 ' の T F T 1 G ' および T F T 2 G ' の ソース電極 は、 ソースバス

ライン 4 (m + 2 ) ' に接続 されてお り、 B 画素 1 4 ' の T F T 1 B ' およ

び T F T 2 B ' の ソース電極 は、 ソースバスライン 4 (m + 3 ) ' に接続 さ

れている。また、 T F T 1 ' および T F T 2 ' の ドレイン電極 は、それぞれ



対応す る副画素電極 に接続 されている。

[01 73] T F T ' 、 T F T 2 ' 、および後述す る T F T 3 ' 〜 T F T 5 ' は、そ

れぞれ、 自身の備 えるゲ一 ト電極 にハイ レベルのゲ一 ト信号が印加 されてい

るとき、導通状態 （オ ン状態） とな り、 自身の備 えるゲー ト電極 に ロー レべ

ルのゲー ト信号が印加 されているとき、非導通状態 （オ フ状態、遮断状態）

となる。

[01 74] (スイ ッチング素子 T F T 3 ' )

また、 R 画素 1 0 ' 、G 画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' 、および Y e 画素 8 '

には、いずれ も、対応す る T F T 3 ' がそれぞれ形成 されている。 T F T 3

' のゲー ト電極 は、当該画素の次段のゲー トバスライン、すなわちゲー トバ

スライン 2 ( 1 + 1 ) ' に電気的に接続 されている。各 T F T 3 ' の ドレイ

ン電極 は、コンタク トホール を介 して各暗画素 8 b ' 、 0 b ' 、 2 b '

、および 1 4 b ' の副画素電極 に電気的に接続 されている。また、各 T F T

3 ' の ソース電極 は、対応す る蓄積容量 C d ' の蓄積容量電極 に接続 されて

いる。

[01 75] 3 T F T 駆動方式の液晶表示装置 1 0 0 においては、ゲー トバスライン 2

に が選択 されて各明画素 8 a ' 、 0 a ' 、 2 a ' 、および 1 4 a ' の

液晶容量 C I c ' に電荷が蓄え られた後に、時間差で次のゲー トバスライ

ン 2 ( 1 + 1 ) ' が選択 され T F T 3 ' がオ ン状態 となることによって、電

荷の再配分が生 じ、各明画素の液晶容量 C I c ' と各暗画素の液晶容量 C

I c 2 ' との間に電圧差 を生 じさせている。 これ によ り、各画素内に明画素

8 a ' 、 0 a ' 、 2 a ' 、 4 a ' 、および、暗画素 8 b ' 、 0 b '

、 2 b ' 、 4 b ' を形成 させている。

[01 76] (スイ ッチング素子 T F T 4 B ' および T F T 5 B ' )

B 画素 1 4 ' の備 える中間画素 1 4 c ' には、 T F T 4 B ' および T F T

5 B ' が形成 されている。 T F T 4 B ' の ソース電極 は、 ソースバスライン

4 (m + 3 ) ' に接続 されてお り、ゲー ト電極 は、ゲー トバスライン 2 に

に接続 されてお り、 ドレイン電極 は、中間画素 1 4 c ' の副画素電極 に接続



されている。また、 T F T 5 B ' の ドレイン電極 は、中間画素 1 4 c ' の副

画素電極 に接続 され、 ソース電極 は、蓄積容量 C d B ' ' に接続 され、ゲ一

ト電極 は、ゲー トバスライン 2 ( 1 + 1 ) ' に接続 されている。後述す るよ

うに、蓄積容量 C d B ' ' の容量値 を、中間画素 1 4 c ' 力、 明画素 1 4 a

' よ りも低 く、暗画素 1 4 b ' よ りも高 い輝度 を呈す るように設定す ること

ができる。

[01 77] ( C S バスライン 6 ' )

ゲー トバスライン 2 ' および ソースバスライン 4 ' によ り画定 された画素

領域 を横切 るように、 C S バスライン 6 ' がゲー トバスライン 2 ' に並列 し

て延びている。各 C S バスライン 6 ' は、液晶表示装置 1 0 0 における同一

行に形成 された R 画素 1 0 ' 、G 画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' 、および、 Y e

画素 8 ' に共通 して設 けられている。 C S バスライン 6 η ' は、補助容量 C

s 1 R ' 、補助容量 C s 2 R ' 、補助容量 C s 1 G ' 、補助容量 C s 2 G '

、補助容量 C s 1 Y e ' 補助容量 C s 2 Y e ' 、補助容量 C s 1 B ' 、補助

容量 C s 2 B ' 、補助容量 C s 3 B ' 、および、各蓄積容量対向電極 に接続

されている。

[01 78] (液 晶表示装置 1 0 0 の動作）

以下では、液晶表示装置 1 0 0 における等価回路の駆動方法について図 1

4 ( a ) 〜図 1 4 ( e ) を参照 して説明す る。なお、以下では、最初に、 R

画素 1 0 ' の駆動について説明を行 い、その後、 G 画素 1 2 ' 、 Y e 画素 8

' 、および、 B 画素 1 4 ' の駆動について説明を行 う。

[01 79] また、一般には、各補助容量の値、および、各液晶容量の値は、それぞれ

に印加 され る電圧への依存性 を有す るが、本実施形態においては本質的な事

項ではないため、以下の説明ではそのような依存性 を無視す る。ただ し、 こ

の前提 は、本実施形態 を限定す るものではな く、そのような依存性がある場

合に対 しても、同様 に適用す ることができる。

[01 80] また、以下では、簡単のため、 C S バスライン 6 ' の電位が 0 である場合

を例 にと り説明を行 う力、 本実施形態は これ に限定 され るものではな く、実



施形態 1 における C S バスライン 6 の ように、 C S バスライン 6 ' に矩形波

の電圧信号が供給 され る構成 と してもよい。

[01 8 1 ] 図 1 4 ( a ) 〜 （e ) は、液晶表示装置 1 0 0 を駆動す る際の各電圧の波

形およびタイ ミングを模式的に示 したタイ ミングチヤ一 トである。

[01 82] 図 1 4 ( a ) は、 ソース ドライバが ソースバスライン 4 ' に供給す るデ一

タ信号の電圧波形 V s ' を示 してお り、図 1 4 ( b ) は、ゲー トドライバが

ゲー トバスライン 2 に に供給す るゲー ト信号の電圧波形 V g に を示 して

お り、図 1 4 ( c ) は、ゲー トドライバがゲー トバスライン 2 ( 1 + 1 ) '

に供給す るゲー ト信号の電圧波形 V g ( 1 + 1 ) ' を示 してお り、図 1 4 (

d ) は、 R 画素 1 0 ' の備 える明画素 1 O a ' の副画素電極の電圧波形 V I

c R ' を示 してお り、図 1 4 ( e ) は、 R 画素 1 0 ' の備 える暗画素 1 0

b ' の副画素電極の電圧波形 V I c 2 R ' を示 している。また、図中の破線

は、対向電極の電圧波形 C O M M O N ( V c o m ) を示 している。

[01 83] ( R 画素 1 0 ' の駆動）

まず、時刻 T 1 ' において、ゲー ト信号の電圧 V g に 力、 V g L ( 口一

) か らV g H (ハイ）に変化す ることによ り、 T F T 1 ' と T F T 2 ' とが

同時に導通状態 （オ ン状態） となる。 これ に伴 い、明画素 1 O a ' の副画素

電極、および、暗画素 1 O b ' の副画素電極 に対 し、 ソースバスライン 4 '

を介 してデー タ信号の電圧が印加 され、明画素 1 0 a ' の副画素電極の電圧

V I c ' 、および、暗画素 1 0 b ' の副画素電極の電圧 V I c 2 R ' は

、デー タ信号の電圧 V s ' へ と変化 し、

V I c ' = V s ' （2 2 a )

V I c 2 R ' = V s ' （2 2 b )

となる。

[01 84] また、明画素 1 O a ' の補助容量 C s R ' 、および、暗画素 1 O b ' の

補助容量 C s 2 R ' に対 しても、 ソースバスライン 4 ' を介 してデー タ信号

の電圧が印加 され、明画素 1 O a ' の補助容量電極、および、暗画素 1 O b

' の補助容量電極の何れの電圧 も、デー タ信号の電圧 V s ' へ と変化す る。



[01 85] ソースバスライン 4 を介 して伝達 され るデー タ信号の電圧 V s ' は当該画

素において表示すべ き階調に対応す る表示電圧であ り、 T F T がオ ン状態の

間 （「選択期間」 ということもある。）に、対応す る画素に書 き込まれ る。

[01 86] 続 いて、時刻 T 2 ' において、ゲー ト信号の電圧 V g に が V g H か らV

g L に変化す ることによ り、 T F T 1 ' と T F T 2 ' とが同時に非導通状態

(オ フ状態） となる。 これ に伴 い、明画素 1 O a ' の副画素電極、暗画素 1

O b ' の副画素電極、明画素 1 O a ' の補助容量電極、および、暗画素 1 0

b ' の補助容量電極 は、全て ソースバスライン 4 ' と電気的に絶縁 され る （

この状態にある期間を 「非選択期間」 ということがある。）。

[01 87] また、 T F T 1 ' および T F T 2 ' がオ ン状態か らオ フ状態に切 り替わ つ

た直後、 T F T 1 ' および T F T 2 ' の有す る寄生容量等の影響による引き

込み現象のために、それぞれの副画素電極の電圧 V I c ' および V I c

2 R ' は概ね 同一の電圧 A V d ' だ け低下す るが、 これ は本質的な事項では

ないため、以下の説明においては無視す ることにす る。

[01 88] 続 いて、時刻 T 3 ' において、ゲー ト信号の電圧 V g ( 1 + 1 ) ' が、V

g L か らV g H に変化す ることによ り、 T F T 3 ' が導通状態 となる。 これ

に伴 い、暗画素 1 O b ' の補助容量電極 と蓄積容量電極 とが導通状態 となる

[01 89] これ によ り、暗画素 1 O b ' の副画素電極の電圧 V I c 2 R ' は、

V I c 2 R ' = V s ' - ∆ V R ' ( 2 3 )

となる。 ここで、 A V R ' は、

∆ V R ' = C d R ，/ ( C I c 2 R ， + C s 2 R ， + C d R ， ) (

2 4 )

によって与 え られ る。

[01 90] —方で、明画素 1 O a ' の副画素電極の電圧 V I c ' は、時刻 T 3 '

において、変化 しない。

[01 9 1 ] 続 いて、時刻 T 4 ' において、ゲー ト信号の電圧 V g ( 1 + 1 ) ' が V g

H か らV g L に変化す ることによ り、 T F T 3 ' が非導通状態 となる。 これ



に伴 い、 これ に伴 い、暗画素 1 O b ' の補助容量電極 は、蓄積容量電極 と絶

縁 され る。 ここで、 T F T 3 ' の有す る寄生容量等の影響による引き込み現

象のために、副画素電極の電圧 V I c 2 R ' は概ね電圧 A V d ' だ け低下す

るが、 これ は本質的な事項ではないため、 T F T 1 ' および T F T 2 ' につ

いての引き込み現象 と同様 に、以下の説明においては無視す ることにす る。

[01 92] 以上の過程 を経た後、 V I c 1 R ' および V I c 2 R ' の実効的な値は、

V I c 1 R ' = V s ' （2 5 a )

V I c 2 R ' = V s ' - ∆ V R ' ( 2 5 b )

となる。

[01 93] よ って、明画素 1 0 a ' および暗画素 1 0 b ' のそれぞれの液晶層に印加

され る実効電圧 V 1 R ' および V 2 R ' は、

V ' = V I c ' - V c o m ( 2 6 a )

V 2 R ' = V I c 2 R ' - V c o m ( 2 6 b )

す なわち、

V ' = V s ' - V c o m ( 2 7 a )

V 2 R ' = V s ' - ∆ V R ' - V c o m （2 7 b )

となる。

[01 94] したが って、 R 画素 1 0 ' の備 える明画素 1 0 a ' および暗画素 1 0 b '

のぞれぞれの液晶層に印加 され る実効電圧の差 （電位差） A V 1 2 R ' ( =

V R ' - V 2 R ' 、 R 画素に関す る 「厶 V j ということもある。）は、

∆ V 2 R ' = △ V R '

= C d R ' / ( C I c 2 R ' + C s 2 R ' + C d R ' )

( 2 8 )

となる。

[01 95] ( G 画素 1 2 ' および Y e 画素 8 ' の駆動）

G 画素 1 2 ' に関 しても、同様の駆動が行われ、 G 画素 1 2 ' の備 える明

画素 1 2 a ' および暗画素 1 2 b ' のぞれぞれの液晶層に印加 され る実効電

圧の差 A V 1 2 G ' ( G 画素 に関す る 「A V ひ」 ということもある。）は、



∆ V 2 G ' = C d G ' / ( C I c 2 G ' + C s 2 G ' + C d G ' )

( 2 9 )

となる。

[01 96] Y e 画素 8 ' に関 しても、同様の駆動が行われ、 Y e 画素 8 ' の備 える明

画素 8 a ' および暗画素 8 b ' のぞれぞれの液晶層に印加 され る実効電圧の

差 A V 1 2 Y e ' ( Y e 画素 に関す る 厶 V j ということもある。）は、

∆ V 2 Y e ' = C d Y e ' / ( C I c 2 Y e ' + C s 2 Y e ' + C d Y

e ' ) （3 0 )

となる。

[01 97] ( B 画素 1 4 ' の駆動）

B 画素 1 4 ' の備 える明画素 1 4 a ' および暗画素 1 4 b ' に関 しても同

様の駆動が行われ る。 したが って、明画素 1 4 a ' および暗画素 1 4 b ' の

それぞれの液晶層に印加 され る実効電圧 V 1 B ' および V 2 B ' は、

V B ' = V s ' - V c o m ( 3 a )

V 2 B ' = V s ' - ∆ V B ' - V c o m ( 3 b )

となる。 ここで、 A V B ' は、

∆ V B ' = C d B ' / ( C I c 2 B ' + C s 2 B ' + C d B ' )

( 3 2 )

によって与 え られ る。

[01 98] したが って、 B 画素 1 4 ' の備 える明画素 1 4 a ' および暗画素 1 4 b '

のぞれぞれの液晶層に印加 され る実効電圧の差 （電位差） A V 1 2 B ' ( =

V B ' - V 2 B ' 、 B 画素に関す る 「厶 V j ということもある。）は、

∆ V 2 B ' = △ V B '

= C d B ' / ( C I c 2 B ' + C s 2 B ' + C d B ' )

( 3 3 )

となる。

[01 99] また、 B 画素の備 える中間画素 1 4 c ' に関 しては、暗画素 1 4 b ' と同

様の駆動が行われ、中間画素 1 4 c ' の液晶層に印加 され る実効電圧 V 3 B



' は、

V 3 B ' = V s ' - ∆ V B ' ' - V c o m ( 3 c )

とな る。 ここで、 A V B ' ' は、

∆ V B ' ' = C d B ' ' / ( C I c 3 B ' + C s 3 B ' + C d B ' ' )

( 3 4 )

に よ って与 え られ る。

[0200] 以下では、簡単のため、各暗画素 における補助容量の値が 0 で ある場合、

すなわ ち、 C s 2 R ' = C s 2 G ' = C s 2 B ' = C s 3 B ' = C s 2 Y e

' = 0 で ある場合 について説明を行 う。ただ し、本実施形態 は、 これ に限定

され るものではな く、各暗画素 における補助容量の値が 0 でない場合 につい

て も同様 に適用す る ことができる。

[0201 ] 各 暗画素 における補助容量の値が 0 で ある場合 には、 A V 1 2 R ' 、 ∆ V

2 G ' 、 ∆ V 2 B ' 、 および A V 1 2 Y e ' は、以下の よ うに表 され る

[0202] △ V 2 R ' = D R ' / ( 1 + D R ' ) · ( 3 5 a )

△ V 2 G ' = D G ' / ( 1 + D G ' ) · ( 3 5 b )

△ V 2 B ' = D B ' / ( 1 + D B ' ) · ( 3 5 c )

△ V 2 Y e ' = D Y e ' ノ ( + D Y e ' ) ( 3 5 d )

ここで、 D R ' 、 D G ' 、 D B ' 、 および D Y e ' は、各暗画素 における液

晶容量 に対す る蓄積容量の比 （以下、単 に 「蓄積容量比」 とも呼ぶ） を表 し

てお り、

D R ' = C d R ' I c 2 ( 3 6 a )

D G ' = C d G ' C I c 2 G ' ( 3 6 b )

D B ' = C d B ' I c 2 B ' ( 3 6 c )

D Y e ' = C d Y e ' / , I c 2 Y e ( 3 6 d )

に よ って与 え られ る。

[0203] また、数式 （3 4 ) によ り与 え られ る A V B ' ' は、以下の よ うにも表現

され る。



[0204] ∆ V B ' ' = D B ， ' / ( + D B ' ' ) - ( 3 5 e )

ここで、 D B ' ' は、蓄積容量 C d B ' ' の液晶容量 C I c 3 B ' に対する

比 （蓄積容量比）であ り、

D B ' ' = C d B ' ' C I c 3 B ' ( 3 6 e )

によって与えられる。

[0205] 数式 （3 5 a ) 〜 （3 5 e ) および数式 （3 6 a ) 〜 （3 6 e ) か ら明 ら

かなように、各暗画素における蓄積容量比の値を適宜変更することによ り、

各画素の備える副画素のそれぞれの液晶層に印加 される実効電圧の差を所望

の値に設定することができる。また、数式 （2 8 ) 〜 （3 0 ) 、および （3

3 ) か ら明 らかなように、各暗画素における補助容量の値を適宜変更するこ

とによっても、各画素の備える副画素のそれぞれの液晶層に印加 される実効

電圧の差を所望の値に設定することができる。

[0206] また、数式 （3 1 a ) 〜 （3 1 c ) か ら明 らかなように、 C s 2 B ' 、 C

d B ' 、 C s 3 B ' 、および C s B ' ' の具体的な値は、実効電圧 V 1 B '

、 V 2 B ' 、およびV 3 B ' が、

V 2 B ' < V 3 B ' < V B ' ( 3 7 )

を満たすように設定することができる。すなわち、 B 画素 1 4 ' については

、中間画素 1 4 c ' 力、 暗画素 1 4 b ' よ りも高 く、明画素 1 4 a ' よ りも

低い輝度を呈するように設定することができる。以下では、数式 （3 7 ) が

満たされている場合について説明を行 う力、 本実施形態はこれに限定される

ものではな く、中間画素 1 4 c ' の輝度が明画素 1 4 a ' の輝度よ りも高 く

なるような構成であっても、数式 （3 7 ) が満たされる場合 と同様の効果を

奏する。

[0207] 以上、液晶表示装置 1 0 0 の構成について、 B 画素 1 4 ' が 3 つの副画素

(明画素 1 4 a ' 、暗画素 1 4 b ' 、中間画素 1 4 c ' ) を有する場合を例

に挙げ説明を行 ったが、本実施形態はこれに限定されるものではない。例 え

ば、本実施形態に係る液晶表示装置は、 B 画素について 4 つ以上の副画素を

有する構成 としてもよい し、 B 画素が中間画素を備えない構成 としてもよい



。 B 画素 が 4 つ以上 の副画素 を有す る構 成 の場合 、各副画素 にお ける補 助容

量 の値 を、 当該 4 つ以上 の副画素 の各 々が 、互 いに異 な る輝 度 を呈す るよ う

に、各副画素 にお ける蓄積 容量 の値 を適 宜設 定す る ことに よ って、後述す る

色 ずれ の現 象 を低減 す る ことが で きる。 また 、 B 画素 が 2 つの副画素 （明画

素 、暗画素 ）のみ を有す る場合 で あ って も、 Y e 画素 、 R 画素 、 G 画素 、 B

画素 の各 々につ いて、各副画素 の蓄積 容量 の値 を適 宜設 定す る ことに よ って

、色 ずれ の現 象 を低減 す る ことが で きる。

[0208] 以下 で は、 B 画素 1 4 ' が 3 つの副画素 （明画素 1 4 a ' 、暗画素 1 4 b

' 、 中間画素 1 4 c ' ) を有す る構 成 を、本実施 形態 に係 る液 晶表 示装置 の

第 1 の構 成例 とも称 し、 B 画素 が 2 つの副画素 （明画素 1 4 a ' 、暗画素 1

4 b ' ) のみ を有す る構 成 を、本実施 形態 に係 る液 晶表 示装置 の第 2 の構 成

例 とも称す る ことにす る。

[0209] 以下 で は、表 示画像 に生 じ得 る色 ずれ の現 象 を低減 す るよ うな、各副画素

にお ける蓄積 容量値 につ いての説 明 を行 う。

[021 0] (正 面か らの見 え方 ）

図 1 5 は、比較例 に係 る液 晶表 示装置 の 、正面視 角 にお ける、階調 と三刺

激 値 （X 値 、 Y 値 、 Z 値 ） との 関係 （特性 ） を示す 図で ある。な お、三刺激

値 につ いて は、実施 形態 1 で説 明 したの で、 ここで は説 明 を省 略す る。

[021 ] こ こで、 当該比較例 に係 る液 晶表 示装置 は、 V A モー ドの液 晶表 示装置 で

あ り、本実施 形態 に係 る液 晶表 示装置 の第 2 の構 成例 と同様 の画素構 造 を有

して お り、 3 T F T 駆動方 式 に よ って各画素 を駆動す る。

[021 2] また 、 当該比較例 に係 る液 晶表 示装置 にお ける R 画素 1 0 ' 、 G 画素 1 2

' 、 B 画素 1 4 ' お よび、 Y e 画素 8 ' の 暗画素 の それ ぞれ にお ける蓄積 容

量比 D R ' 、 D G ' 、 D B ' 、 お よび D Y e ' (数 式 （3 6 a ) 〜 （3 6 d

) 参 照 ） は、

D R ' = D G ' = D B ' = D Y e ' = 0 . 2 3 3

を満 た して いる。 また 、 R 画素 1 0 ' 、 G 画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' 、 Y e

画素 8 ' の各画素 の備 える副画素 電極 の それ ぞれ の面積 は、互 いに等 しく設



定 され て い る。

[021 3] 図 1 5 に示す よ うに、正 面視 角 に お いて は、階調 と X 値 、 Y 値 、 Z 値 との

関係 を示す グ ラ フは、 いずれ も一 定 の (ガ ンマ）値 を有 す る曲線 とな って

い る。 した が って 、 当該 比 較例 に係 る液 晶表 示装置 の表 示画 面 を正 面 か ら観

察 した場 合 は、色 ずれ の現 象 は発 生 しな い。

[021 4 ] (斜 め方 向か らの見 え方 ）

しか し、 V A モー ドの液 晶表 示装置 は、液 晶層複 屈 折 率 効 果 を利 用 して お

り、液 晶層 の リタデー シ ヨンが 波長 分 散 を持 った め 、光 の 波長 に よ って透 過

率 が 変わ る。 また 、液 晶層 の リタデ一 シ ヨンは正 面視 角 よ りも斜 め視 角 に お

いて見 か け上 大 き くな るの で 、斜 め視 角 で は透 過 率 変動 の光 波長依 存 性 が 正

面視 角 よ りも増 加 す る。 この結 果 、実施 形態 1 の よ うな マル チ画 素 駆 動 （Mu l

t i P i x e l Dr i ve) 方 式 のみ な らず 、本 実施 形態 の よ うな 3 T F T 駆 動 方 式 に

よ り駆 動 す る液 晶表 示装置 につ いて も、正 面 か ら画 面 を観 察 した場 合 とは異

な り、斜 め方 向か ら画 面 を観 察 した場 合 の 値 （よ り具体 的 に は、 I o c a

I の値 ） は一 定 で はな くな るた め 、斜 め方 向 に お いて 、色 ずれ の現 象 が発

生す る。 また 、色 ずれ の現 象 は、 V A モー ドの液 晶表 示装置 にのみ 生 じる も

の で はな く、例 えば、 T N モー ドの液 晶表 示装置 に お いて も発 生す る。

[021 5] 図 1 6 は 、比 較例 に係 る液 晶表 示装置 の 、斜 め視 角 （よ り具体 的 に は極 角

6 0 度 ） に お ける階調 一 X Y Z 値 特 性 を示す 図 で あ る。

[021 6] 図 1 6 に示す よ うに、極 角 6 0 度 に お いて は、 中間調 に お いて 、 X 値 お よ

び Y 値 が ほ ぼ 同 じ階調 （略 1 1 0 階 調 ） にて立 ち上 が つて い る。す なわ ち、

極 角 6 0 度 に お いて は、 X 値 お よび Y 値 を示す グ ラ フの傾 きが 、双 方 とも、

略 1 0 0 階 調 にて変化 し、略 1 0 0 階 調 以下 に お ける傾 き よ りも、略 1 0 0

階 調 以上 略 1 3 0 階 調 以下 に お ける傾 きの方 が大 き くな つて い る。 また 、 X

値 を示す グ ラ フお よび Y 値 を示す グ ラ フは、 それ ぞれ 、 1 5 0 階 調 付 近 お よ

び 1 3 0 階 調 付 近 か ら、 なだ らか な傾 きへ と転 じて い る。 この よ うな X 値 お

よび Y 値 を示す グ ラ フの プ ロフ ァイル は、特 に略 1 0 0 階 調 〜略 1 5 0 階 調

の範 囲 に お いて 、 X 値 お よび Y 値 の それ ぞれ につ いての 値 が大 き く変化 し



ていることを示 している。

[021 7] また、図 1 6 に示す ように、極角 6 0 度においては、中間調において、 Z

値 を示すグラフの傾 きが大 き く変化 している。具体的には、 Z 値 を示すグラ

フの傾 きは、 1 0 0 階調付近において小 さくな り、 1 5 0 階調付近において

大 き くな つている。換言すれ ば、 Z 値 を示すグラフの プロファイルは、 1 3

0 階調付近において、デ ィップを有す るもの とな っている。

[021 8 ] このように、極角 6 0 度においては、特に中間調において、 X 値および Y

値 を示すグラフの曲線が、 ：値が一定である理想曲線か ら大 き く外れ るもの

となるため、色ずれの現象が生 じて しま う。また、 このような、階調 _ X Y

Ζ 値特性は、極角 6 0 度に限 られ るものではな く、その他の極角によって規

定 され る斜め視角においても同様である。 したが って、比較例 に係 る液晶表

示装置 においては、一般に斜め視角において、中間調における色ずれの現象

が生 じて しま う。

[021 9] 以下では、当該比較例 に係 る液晶表示装置 における X 値および Υ 値のそれ

ぞれ についての 値 （l o c a l の値）の特性 を、図 1 7 を参照 してよ り

詳 しく説明す る。

[0220] 図 1 7 は、比較例 に係 る液晶表示装置の、極角 6 0 度における階調一 I o

c a I 特性 を示す図である。 ここで、 l o c a l とは、 値の局所的な

傾 きを示す指標であ り、実施形態 1 において説明 した数式 （A 1 ) によって

定義 され る。

[0221 ] 図 1 7 に示す ように、略 1 0 0 階調以下において、 X 値に関す る I o c a

I の値、および、 Y 値に関す る l o c a l の値は、互 いに略等 しい。一

方、略 1 0 0 階調において、 X 値に関す る l o c a l の値、および、 Y 値

に関す る l o c a l の値は、共に急峻な立ち上が りを示 している。 X 値に

関す る l o c a l は、略 1 0 0 階調か ら略 1 5 0 階調までの区間において

、略 1 . 0 増力 し、 Y 値に関す る I o c a I は、略 1 0 0 階調か ら略 1 3

0 階調までの区間において、略 1 . 0 増加 している。

[0222] また、図 1 7 に示す ように、 Z 値に関す る l o c a l の値は、略 5 0 階



調から略 1 2 0 階調までの範囲において減少し、略 1 2 0 階調において急峻

な立ち上がりを示している。具体的には、 Z 値に関する l o c a l の値は

、略 1 2 0 階調から略 1 5 0 階調までの範囲において、略 2 . 0 増加してい

る。

[0223] 色ずれが生じないようにするためには、 I o c a I の値は、斜め視野角

においても一定であることが望ましい。これは、正面視野角において、 I o

c a I の値が一定となるように調整されているためである。しかしながら

、当該比較例に係る液晶表示装置においては、図 1 7 から明らかなように、

X 値に関する l o c a l の値、および、Y 値に関する l o c a l の値は

、特に略 1 0 0 階調から略 1 5 0 階調において、大きく変化している。

[0224] したがって、当該比較例に係る液晶表示装置においては、斜め視角におい

て、中間調における色ずれが発生してしまう。

[0225] (実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例における容量比の最適化）

以下では、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例、すなわち、 B

画素 1 4 ' が 2 つの副画素 （明画素 1 4 a ' 、暗画素 1 4 b ' ) のみを有す

る構成における色ずれの現象について説明する。

[0226] 本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例においては、R画素 1 0 '

、G画素 1 2 ' 、B 画素 1 4 ' および、Y e 画素 8 ' の暗画素のそれぞれに

おける蓄積容量比 D R ' 、D G ' 、D B ' 、およびD Y e ' (数式 （3 6 a

) 〜 （3 6 d ) 参照）は、

D R ' = D G ' = D B ' = 0 . 2 3 3

D Y e ' = 0 . 0 6 7

を満たしている。また、R画素 1 0 ' 、G画素 1 2 ' 、B 画素 1 4 ' 、Y e

画素 8 ' の各画素の備える副画素電極のそれぞれの面積は、互いに等しく設

定されている。

[0227] 上記のように、蓄積容量比 D Y e ' 力、 蓄積容量比 D R ' および蓄積容量

比 D G ' に比べて小さいため、Y e 画素 8 ' の備える各副画素の液晶層に印

加される実効電圧の差△ V 1 2 Y e ' は、R画素 1 0 ' およびG画素 1 2 '



のそれ ぞれ備 える各副画素の液晶層 に印加 され る実効電圧の差 2 R '

および A V 1 2 G ' に比べて、小 さい。

[0228] この よ うに、 Y e 画素 8 ' にお ける実効電圧の差 △ V 1 2 Y e ' を、 R 画

素 1 0 ' お よび G 画素 1 2 ' の それ ぞれ における実効電圧の差 1 2 R '

および A V 1 2 G ' に比べて小 さ くす る ことによって、実施形態 1 と同様 に

、例 えば、以下の よ うな効果 を奏す る。

[0229] す なわ ち、 R 画素 1 0 ' 、 G 画素 1 2 ' 、 および、 Y e 画素 8 ' の表示す

る画像の輝度 に対 して、低階調 においては、 R 画素 1 0 ' の備 える明画素 1

O a ' 、 G 画素 1 2 ' の備 える明画素 1 2 a ' 、 および、 Y e 画素 8 ' の備

える明画素 8 a ' が主 に寄与 し、階調が上が るにつれ て、 Y e 画素 8 ' の備

える暗画素 8 b ' が寄与 し始め、 さらに階調が上が るにつれ て、 R 画素 1 0

' の備 える暗画素 1 O b ' 、 および、 G 画素 1 2 ' の備 える暗画素 1 2 b '

が寄与 し始め る。

[0230] 換言すれ ば、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、

赤色 、緑色 、および、黄色 を成分 と して含む色の輝度が、階調が上が るに従

し、、少な くとも 3 段階に分かれ て立 ち上が る。

[0231 ] これ は、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、赤色

、緑色 、および、黄色 を成分 と して含む色 を表示す る場合、画素が副画素 に

少な くとも 3 分割 され ている ことと同様の効果 を奏す る ことを示 している。

したが って、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 においては、 X

値 および Y 値 についての I o c a I 丫を 、 よ り一定に近づ ける ことができる

。また、

—方で、 D R ' = D G ' = D Y e ' = D Β ' に設定 され ている比較例 に係

る液晶表示装置 においては、 Y e 画素 8 ' にお ける実効電圧の差 1 2 Y

e ' が 、 R 画素 1 0 ' お よび G 画素 1 2 ' の それ ぞれ における実効電圧の差

∆ V 2 R ' お よび A V 1 2 G ' に等 しい。

[0232] このため、比較例 に係 る液晶表示装置 においては、低階調 において、 R 画

素 1 0 ' の備 える明画素 1 0 a ' 、 G 画素 1 2 ' の備 える明画素 1 2 a ' 、



および、 Y e 画素 8 ' の備 える明画素 8 a ' が主に寄与 し、階調が上がるに

つれて、 Y e 画素 8 ' の備 える暗画素 8 b ' 、 R 画素 1 0 ' の備 える暗画素

1 O b ' 、および、G画素 1 2 ' の備 える暗画素 1 2 b ' が一様に寄与 し始

める。 したがって、比較例に係る液晶表示装置においては、赤色、緑色、お

よび、黄色を成分 として含む色の輝度が、 2 段階に分かれて立ち上がるに過

ぎない。

[0233] このように、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例においては、

蓄積容量比 D Y e ' を、蓄積容量比 D R ' および蓄積容量比 D G ' に比べて

小 さく設定することによって、赤色、緑色、および、黄色を成分 として含む

色の輝度を、階調が上がるに従い、少な くとも 3 段階に分かれて立ち上げる

ことができるので、比較例に係る液晶表示装置に比べて、特に X 値および Y

値についての I o c a I γ を、よ り一定に近づけることができる。 したがつ

て、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例においては、斜め視野角

における色ずれの現象を効果的に抑制することができる。

[0234] また、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例においては、後述す

るように、比較例に係る液晶表示装置に比べて、中間調における Ζ 値の変化

も小 さくすることができる。

[0235] 以下では、図 1 8 〜図 2 1 を参照 して、本実施形態に係る液晶表示装置の

第 2 の構成例の奏する効果について、よ り具体的に説明する。

[0236] 図 1 8 は、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の、正面視角に

おける、階調 と三刺激値 （X 値、 Υ 値、 Ζ 値）との関係 （特性）を示す図で

[0237] 図 1 8 に示すように、正面視角においては、階調 とX 値、 Υ 値、 Ζ 値 との

関係を示すグラフは、いずれ も一定の (ガンマ）値を有する曲線 となって

いる。 したがって、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の表示画

面を正面か ら観察 した場合は、色ずれの現象は発生 しない。

[0238] 図 1 9 は、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の、斜め視角 （

よ り具体的には極角 6 0 度）における階調—X Y Z 値特性を示す図である。



[0239] 図 1 9 に示す よ うに、 X 値 および Y 値の双方 について、略 1 0 0 階調〜略

5 0 階調の範囲における 値の変化が、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べ

て小 さ くな つている。 この よ うに、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の

構成例 においては、 X 値 および γ 値 を示す グラフの曲線が、 ：値が一定であ

る理想曲線 によ り近 いもの となるため、色ずれの現象が抑制 され る。また、

図 1 9 か らは読み取 りに くいが、 Z 値 を示す グラフの曲線 も、比較例 に係 る

液晶表示装置 に比べて、 値が一定である理想曲線 によ り近 いもの とな って

いる。具体 的には、 Z 値 を示す グラフの 1 3 0 階調付近 におけるデ ィップが

比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて小 さ くな つている。 これ は、 z 値 に寄与

す る色成分の うち、赤色成分 および黄色成分 についての 特性が、比較例 に

係 る液晶表示装置 に比べて、改善 され ているためである。

[0240] 図 2 0 は、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 の、極角 6 0 度

における階調一 l o c a l 特性 を示す図である。

[0241 ] 図 2 0 か ら明 らかなよ うに、 X 値 に関す る l o c a l の値 、および、 Y

値 に関す る l o c a l の値 は、略 2 0 階調か ら略 2 2 0 階調 までの範囲に

おいて、略一定の値 をとつている。 これ は、比較例 に係 る液晶表示装置 にお

ける X 値 に関す る l o c a l の値 、および、 Y 値 に関す る I o c a I の

値が、略 1 0 0 階調〜略 1 5 0 階調の範囲において、大 き く変化 している こ

とと対照的である。

[0242] また、図 2 0 か らは読み取 りに くいが、 Z 値 に関す る l o c a l の値の

中間調 における変化 も、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて小 さ くな ってい

る。 これ は、 Z 値 に寄与す る色成分の うち、赤色成分 および黄色成分 につい

ての I o c a I 特性が、比較例 に係 る液晶表示装置 に比べて、改善 され て

いるためである。

[0243] 以上の よ うに、本実施形態 に係 る液晶表示装置の第 2 の構成例 によれ ば、

Y e 画素 8 ' にお ける実効電圧の差 △ V 1 2 Y e を、 R 画素 1 0 ' 、 G 画素

1 2 ' 、 および B 画素 1 4 ' の それ ぞれ における実効電圧の差 1 2 R '

、 ∆ V 2 G ' 、および A V 1 2 Β ' に比べて小 さ くす る ことによって、斜



め視野角における色ずれの現象を効果的に抑制することができる。

[0244] (本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例における色ずれの現象）

以下では、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例、すなわち、 B

画素 1 4 ' が 3 つの副画素 （明画素 1 4 a ' 、暗画素 1 4 b ' 、中間画素 1

4 c ' ) を有する構成における色ずれの現象について説明する。

[0245] 本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例においては、 R画素 1 0 '

、G画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' および、 Y e 画素 8 ' の暗画素のそれぞれに

おける蓄積容量比 D R ' 、 D G ' 、 D B ' 並びに D B ' ' 、および、 D Y e

' (数式 （3 6 a ) 〜 （3 6 e ) 参照）は、

D R ' = D G ' = 0 . 2 3 3

D Y e ' = 0 . 0 6 7

D B ' = 0 . 2

D B ' ' = 0 .

を満た している。また、 R画素 1 0 ' 、G画素 1 2 ' 、 B 画素 1 4 ' 、Y e

画素 8 ' の各画素の備える副画素電極のそれぞれの面積は、互いに等 しく設

定されている。

[0246] なお、蓄積容量比 D B ' および D B ' ' が上記のように設定されているの

で、 B 画素 1 4 ' における中間画素 1 4 c ' は、暗画素 1 4 b ' よ りも高 く

、明画素 1 4 a ' よ りも低い輝度を呈する。

[0247] 上記のように、蓄積容量比 D Y e ' 力、 蓄積容量比 D R ' および蓄積容量

比 D G ' に比べて小 さいため、 Y e 画素 8 ' の備 える各副画素の液晶層に印

加 される実効電圧の差 △ V 1 2 Y e ' は、 R画素 1 0 ' および G画素 1 2 '

のそれぞれ備える各副画素の液晶層に印加 される実効電圧の差 2 R '

および A V 1 2 G ' に比べて、小 さい。

[0248] このように、 Y e 画素 8 ' における実効電圧の差 △ V 1 2 Y e ' を、 R画

素 1 0 ' および G画素 1 2 ' のそれぞれにおける実効電圧の差 1 2 R '

および A V 1 2 G ' に比べて小 さくすることによって、本実施形態に係る液

晶表示装置の第 2 の構成例 と同様に、赤色、緑色、および、黄色を成分 とし



て含む色の輝度が、階調が上がるに従い、少なくとも 3 段階に分かれて立ち

上がる。

[0249] また、 B 画素 1 4 ' の表示する画像の輝度に対 して、低階調においては、

B 画素 1 4 の備える明画素 1 4 a ' が主に寄与 し、階調が上がるにつれて、

中間画素 1 4 c ' が寄与 し始め、さらに階調が上がるにつれて、暗画素 1 4

b ' が寄与 し始める。

[0250] このように、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例においては、

B 画素 1 4 ' が 3 つの副画素を有 しているため、青色を成分として含む色の

輝度が、階調が上がるに従い、 3 段階に分かれて立ち上がる。

[0251 ] これにより、比較例に係る液晶表示装置および本実施形態に係る液晶表示

装置の第 2 の構成例に比べて、 Z 値についての l o c a l のプロファイル

を X 値および Y 値についての I o c a I のプロファイルにより近づけるこ

とができる。

[0252] したがって、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例においては、

比較例に係る液晶表示装置および本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構

成例に比べて、色ずれの現象をより効果的に抑制することができる。

[0253] 以下では、図 2 1 〜図 2 4 ( a ) 〜 （b ) を参照 して、本実施形態に係る

液晶表示装置の第 1 の構成例の奏する効果について、より具体的に説明する

[0254] 図 2 1 は、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例についての、正

面視角における、階調と三刺激値 （X 値、 Y 値、 Z 値）との関係 （特性）を

示す図である。

[0255] 図 2 1 に示すように、正面視角においては、階調とX 値、 Y 値、 Z 値との

関係を示すグラフは、いずれも一定の (ガンマ）値を有する曲線となって

いる。 したがって、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の表示画

面を正面から観察 した場合は、色ずれの現象は発生 しない。

[0256] 図 2 2 は、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例の、斜め視角 （

より具体的には極角 6 0 度）における階調— X Y Z 値特性を示す図である。



[0257] 図 2 2 に示すように、 X 値および Y 値の双方について、略 1 0 0 階調〜略

5 0 階調の範囲における 値の変化が、比較例に係る液晶表示装置に比べ

て小 さくなつている。さらに、 Z 値を示すグラフの 1 3 0 階調付近における

ディップが、比較例に係る液晶表示装置、および、本実施形態に係る液晶表

示装置の第 2 の構成例の何れに比べても小 さくなつている。これは、本実施

形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の奏する効果に加え、 B 画素 1 4 が

3 つの副画素を有することによ り、青色を成分 として含む色の輝度が、階調

が上がるに従い、 3 段階に分かれて立ち上がるためである。

[0258] このように、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例においては、

X 値、 Y 値、および Z 値を示すグラフの曲線が、比較例に係る液晶表示装置

、および、本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の何れに比べても

、 値が一定である理想曲線によ り近いものとなるため、色ずれの現象がよ

り効果的に抑制 される。

[0259] 図 2 3 は、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例についての、極

角 6 0 度における階調一 l o c a l 特性を示す図である。

[0260] 図 2 3 か ら明 らかなように、 X 値に関する l o c a l の値、および、 Y

値に関する l o c a l の値は、略 2 0 階調か ら略 2 2 0 階調までの範囲に

おいて、略一定の値をとつている。また、 Z 値に関する l o c a l の プロ

ファイルは、 X 値および Y 値に関する I o c a I の プロファイル と略同 じ

ものとなっている。 したがって、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構

成例においては、階調によって、青色成分 （Z 値に対応）が強調 された りさ

れなかった りといった現象が抑制 されるので、色ずれの現象がよ り効果的に

抑制 される。

[0261 ] 図 2 4 ( a ) は、比較例に係る液晶表示装置、本実施形態に係る液晶表示

装置の第 2 の構成例、および、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成

例のそれぞれについて、 0 階調か ら2 5 5 階調までのグ レースケールを表示

させた場合の階調 _ A u ' ν ' 特性を示すグラフである。ここで、上記

' V ' は、正面視野角における u ' ' 色度 と斜め視野角における u ' '



色度との u ' ' 色度空間上での座標間距離を表すものとする。

[0262] 図 2 4 ( a ) において、A は、比較例に係る液晶表示装置についての階調

_ △ u ' V ' の特性を示しており、 B は、本実施形態に係る液晶表示装置の

第 2 の構成例についての階調_ △ u ' ν ' の特性を示しており、C は、本実

施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成例についての階調_ △ u ' ν ' の特

性を示している。

[0263] また、図 2 4 ( b ) は、比較例に係る液晶表示装置、本実施形態に係る液

晶表示装置の第 2 の構成例、および、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1

の構成例についての、 5 0 階調から2 0 0 階調までの△ u ' ν ' の平均値A

e ( 5 0 - 2 0 0 ) と、 5 0 階調から2 0 0 階調までの△ u ' v ' の標準

偏差 ( 5 0 - 2 0 0 ) とを示す表である。ここで、A u ' ν ' の平均値が

小さいほど、また、∆ υ ' ν ' の標準偏差が小さいほど、色ずれの現象が抑

制されていることを示す。

[0264] 図 2 4 ( b ) に示すように、本実施形態に係る液晶表示装置の第 1 の構成

例 （図 2 4 ( b ) におけるC に対応）についての平均値A v e ( 5 0 - 2 0

0 ) は、比較例に係る液晶表示装置 （図 2 4 ( b ) におけるA に対応）およ

び本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例 （図 2 4 ( b ) におけるB

に対応）の何れについてのものよりも小さく、本実施形態に係る液晶表示装

置の第 1 の構成例についての標準偏差 σ ( 5 0 - 2 0 0 ) は、比較例に係る

液晶表示装置および本実施形態に係る液晶表示装置の第 2 の構成例の何れに

ついてのものよりも小さい。このことからも、本実施形態に係る液晶表示装

置の第 1 の構成例において、色ずれの現象が効果的に抑制されていることが

分かる。

[0265] (実施形態 1 および実施形態 2 についての付記事項）

実施形態 1 および実施形態 2 においては、液晶表示装置 1 および液晶表示

装置 1 0 0 が、赤色、緑色、および青色の 3 原色の各々を表示する画素と、

赤色と緑色との組み合わせによって得られる黄色を表示する画素とを個別に

備え、黄色を表示する画素についての実効電圧の差 A V 1 2 Y e ( ∆ V 2



Y e ' ) を、赤色を表示する画素および緑色を表示する画素のそれぞれにお

ける実効電圧の差 A V 2 R ( ∆ V 2 R ' ) および△ V 2 G ( ∆ V 2

G ' ) に比べて小さく設定し、かつ、青色を表示する画素が3 つの副画素を

備える構成について説明を行ったが、上記実施形態はこれに限定されるもの

ではない。

[0266] 例えば、上記実施形態に係る液晶表示装置は、赤色と緑色との組み合わせ

によって得られる黄色を表示する画素に代えて、緑色と青色との組み合わせ

によって得られるシアンを表示する画素を備え、当該シアンを表示する画素

についての実効電圧の差を、緑色を表示する画素、および、青色を表示する

画素のそれぞれにおける実効電圧の差に比べて小さく設定し、かつ、赤色を

表示する画素が3 つの副画素を備える構成としてもよい。

[0267] また、上記実施形態に係る液晶表示装置は、赤色、緑色、および青色以外

の3 原色、例えば、シアン （C ) 、マゼンタ （M) 、およびイエロ一 （Y )

の3 原色を個別に表示する画素と、シアン、マゼンタ、およびイエロ一のう

ち特定の2 色 （例えば、シアンおよびマゼンタ）の組み合わせによって得ら

れる色を表示する画素とを個別に備え、当該特定の2 色の組み合わせによつ

て得られる色を表示する画素についての実効電圧の差を、当該特定の2 色を

それぞれ表示する画素 （例えば、シアンを表示する画素、および、マゼンタ

を表示する画素）についての実効電圧の差に比べて小さく設定し、シアン、

マゼンタ、およびイエローのうち上記特定の2 色以外の色を表示する画素が

3 つの副画素を備える構成としてもよい。

[0268] より一般的には、3 原色の各々をC 1、C 2 、およびC 3 と表し、C i と

C j との組み合わせによって得られる色をC i + C j と表すことにすると、

上記実施形態に係る液晶表示装置は、3 原色 （C 1、C 2 、C 3 ) 、および

、当該 3 原色のうち特定の2 つの原色を組み合わせることにより得られる特

定の混色 （C 1 + C 2 、C 2 + C 3 、または、C 3 + C 1 ) を表示する画素

とを個別に備え、前記特定の2 つの原色をそれぞれ表示する画素についての

実効電圧の差を、前記特定の混色を表示する画素についての実効電圧の差と



異な らせ、かつ、上記 3 原色の うち、上記特定の 2 つの原色以外の原色 を表

示す る画素が 3 つ以上の副画素 を備 える構成であると表現す ることができる

[0269] 上記実施形態に係 る液晶表示装置 は、 このような構成 をとることによ り、

上記 3 原色 と、上記特定の混色 とを用 いて表示 され る画像 についての斜め視

野角における階調 一刺激値特性 を、正面視野角における階調 一刺激値特性に

近づけることができるので、斜め視野角における色ずれの現象 を抑制す るこ

とができる。

[0270] ( ま とめ）

以上のように、本発明に係 る表示パネルは、 3 原色、および、前記 3 原色

の うち特定の 2 つの原色 を組み合わせ ることによ り得 られ る特定の混色 を個

別に表示す る複数の画素 と、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素

、および、前記特定の混色 を表示す る画素の各々について、 2 つの副画素 を

備 え、前記 2 つの副画素のそれぞれ は、対向電極 と、液晶層 を介 して前記対

向電極 に対向す る副画素電極 とによって形成 された液晶容量 と、を有 してい

る表示パネルにおいて、前記 3 原色の うち、前記特定の 2 つの原色以外の原

色 を表示す る画素は、 3 つ以上の副画素 を備 えるものであ り、前記 3 つ以上

の副画素のそれぞれ は、対向電極 と、液晶層 を介 して前記対向電極 に対向す

る副画素電極 とによって形成 された液晶容量 とを有す るものであ り、前記特

定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の う

ち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記副画素

電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に、前記特定の混色 を表示す る

画素についての、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素

電極 と他方の副画素における前記副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 と

は異なる第 2 の電位差 を生 じさせ、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示

す る画素についての、前記 3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画

素のそれぞれ における副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、 ことを

特徴 と している。



[0271 ] 上記のように構成された本発明に係る表示パネルは、前記 3 原色のうち特

定の 2 つの原色をそれぞれ表示する画素についての、前記 2 つの副画素のう

ち一方の副画素における前記副画素電極と他方の副画素における前記副画素

電極との間に第 1 の電位差を生 じさせると共に、前記特定の混色を表示する

画素についての、前記 2 つの副画素のうち一方の副画素における前記副画素

電極と他方の副画素における前記副画素電極との間に、前記第 1 の電位差と

は異なる第 2 の電位差を生 じさせる。また、上記の構成によれば、前記特定

の 2 つの原色以外の原色を表示する画素についての、前記 3 つ以上の副画素

のうち、少なくとも 3 つの副画素のそれぞれにおける副画素電極に互いに異

なる電位を生 じさせる。

[0272] 上記のように構成された表示パネルは、前記 3 原色のうち特定の 2 つの原

色と、当該特定の 2 つの原色を組み合わせることにより得 られる特定の混色

とを用いて表示される画像についての、斜め視野角における急峻な輝度変化

を抑制することによって、斜め視野角における階調一刺激値特性を、正面視

野角における階調一刺激値特性に近づけることができる。また、上記のよう

に構成された表示パネルは、前記特定の 2 つの原色以外の原色を表示する画

素についての、前記 3 つ以上の副画素のうち、少なくとも 3 つの副画素のそ

れぞれにおける副画素電極に互いに異なる電位を生 じさせることによって、

斜め視野角において、前記特定の 2 つの原色以外の原色に対応する階調—刺

激値特性 （および、階調— l o c a l 特性）のプロファイルを、前記特定

の 2 つの原色のそれぞれに対応する階調—刺激値特性 （および、階調— I o

c a I 特性）のプロファイルに近づけることができる。

[0273] したがって、上記の構成によれば、斜め視野角における色ずれの現象を効

果的に抑制することができる。すなわち、上記の構成によれば、前記特定の

2 つの原色以外の原色を表示する画素についてのみ、副画素の数を 3 以上と

することによって、斜め視野角における急峻な輝度変化に起因する色ずれの

現象を効果的に抑制することができる。

[0274] また、本発明に係る表示パネルにおいては、前記特定の 2 つの原色をそれ



ぞれ表示す る画素についての前記 2 つの副画素の うち一方の副画素、前記特

定の混色 を表示す る画素についての前記 2 つの副画素の うち一方の副画素、

および、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素についての前記 3

つ以上の副画素の うち少な くとも 2 つの副画素のそれぞれ は、前記副画素電

極 に接続 された補助容量電極 と、絶縁層 を介 して前記補助容量電極 に対向す

る補助容量対向電極 とによって形成 された少な くとも 1 つの補助容量 と、を

更に有 してお り、当該表示パネルは、前記副画素電極 に対 して画素電極電圧

が印加 された後に、前記補助容量対向電極 に対 して、補助容量電圧 を印加す

ることによって、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての

、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副

画素における前記副画素電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に、前

記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の うち一方の副

画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記副画素電極 との間

に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生 じさせ、前記特定の 2 つ

の原色以外の原色 を表示す る画素についての、前記 3 つ以上の副画素の うち

、少な くとも 3 つの副画素のそれぞれ における副画素電極 に互 いに異なる電

位 を生 じさせ る、ものであ り、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画

素についての前記補助容量の容量値 と、前記特定の混色 を表示す る画素につ

いての前記補助容量の容量値 とは互 いに異な っている、 ことを特徴 と してい

る。

上記のように構成 された表示パネルは、前記副画素電極 に対 して画素電極

電圧が印加 された後に、前記補助容量対向電極 に対 して、補助容量電圧 を印

加す ることによって、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素につい

ての、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方

の副画素における前記副画素電極 との間に、第 1 の電位差 を生 じさせ ると共

に、前記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の うち一

方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記副画素電極

との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生 じさせ る、マルチ



画 素 駆 動 （M t i P i x e l Dr i ve) 方 式 に よ り各 画 素 の 駆 動 を行 う もの で あ り、

前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 を そ れ ぞ れ 表 示 す る画 素 に つ い て の 前 記 補 助 容 量 の 容

量 値 と、 前 記 特 定 の 混 色 を表 示 す る画 素 に つ い て の 前 記 補 助 容 量 の 容 量 値 と

は 互 い に異 な って い る た め 、 前 記 3 原 色 の うち 特 定 の 2 つ の 原 色 と、 当該 特

定 の 2 つ の 原 色 を組 み 合 わ せ る こ と に よ り得 られ る特 定 の 混 色 と を用 い て 表

示 され る画 像 に つ い て の 、 斜 め 視 野 角 に お け る急 峻 な 輝 度 変 化 を抑 制 す る こ

と に よ って 、 斜 め 視 野 角 に お け る 階 調 一刺 激 値 特 性 を 、 正 面 視 野 角 に お け る

階 調 一刺 激 値 特 性 に 近 づ け る こ とが で き る 。

[0276] ま た 、 上 記 の よ うに構 成 され た 表 示 パ ネ ル は 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 以 外

の 原 色 を表 示 す る画 素 に つ い て の 、 前 記 3 つ 以 上 の 副 画 素 の うち 、 少 な く と

も 3 つ の 副 画 素 の そ れ ぞ れ に お け る副 画 素 電 極 に 互 い に異 な る 電 位 を 生 じさ

せ る こ と に よ って 、 斜 め 視 野 角 に お い て 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 以 外 の 原 色

に 対 応 す る 階 調 —刺 激 値 特 性 （お よ び 、 階 調 — l o c a l 特 性 ） の プ ロ フ

ア イ ル を 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 の そ れ ぞ れ に 対 応 す る 階 調 —刺 激 値 特 性 （

お よ び 、 階 調 一 l o c a l 特 性 ） の プ ロ フ ァ イ ル に 近 づ け る こ とが で き る

[0277] した が って 、 上 記 の 構 成 に よれ ば 、 上 記 表 示 パ ネ ル が 上 記 3 原 色 を個 別 に

表 示 す る画 素 に 加 え て 、 上 記 3 原 色 以 外 の 色 を表 示 す る画 素 を備 え 、 各 画 素

が マ ル チ 画 素 駆 動 方 式 に よ り駆 動 され る場 合 に つ い て 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原

色 以 外 の 原 色 を表 示 す る画 素 に つ い て の み 、 副 画 素 の 数 を 3 以 上 とす る こ と

に よ って 、 斜 め 視 野 角 に お け る急 峻 な 輝 度 変 化 に起 因 す る色 ず れ の 現 象 を効

果 的 に 抑 制 す る こ とが で き る 。

[0278] ま た 、 本 発 明 に係 る表 示 パ ネ ル に お い て は 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 を そ れ

ぞ れ 表 示 す る画 素 に つ い て の 前 記 2 つ の 副 画 素 の うち 一 方 の 副 画 素 、 前 記 特

定 の 混 色 を表 示 す る画 素 に つ い て の 前 記 2 つ の 副 画 素 の うち 一 方 の 副 画 素 、

お よ び 、 前 記 特 定 の 2 つ の 原 色 以 外 の 原 色 を表 示 す る画 素 に つ い て の 前 記 3

つ 以 上 の 副 画 素 の うち 少 な く と も 2 つ の 副 画 素 の そ れ ぞ れ は 、 蓄 積 容 量 電 極

と、 絶 縁 層 を介 して 前 記 蓄 積 容 量 電 極 に 対 向 す る 蓄 積 容 量 対 向 電 極 と に よ つ



て形成 された少な くとも 1 つの蓄積容量 と、前記蓄積容量電極 に電気的に接

続 された ソー ス 電極 と、前記副画素電極 に電気的に接続 された ドレイ ン電極

とを備 える トランジスタと、を更に有 してお り、当該表示パネルは、前記副

画素電極 に対 して画素電極電圧が印加 された後に、前記 トランジスタの備 え

るソース電極 と ドレイン電極 とを導通 させ ることによって、前記特定の 2 つ

の原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の うち一方の

副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記副画素電極 との

間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に、前記特定の混色 を表示す る画素につ

いての、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他

方の副画素における前記副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる

第 2 の電位差 を生 じさせ、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素

についての、前記 3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画素のそれ

ぞれ における副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、ものであ り、前

記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記蓄積容量の容量

値 と、前記特定の混色 を表示す る画素についての前記蓄積容量の容量値 とは

互 いに異な ってお り、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素につ

いての前記少な くとも 2 つの副画素における前記蓄積容量の容量値は、互 い

に異な っている、 ことが好ま しい。

上記のように構成 された表示パネルは、前記副画素電極 に対 して画素電極

電圧が印加 された後に、前記 トランジスタの備 えるソース電極 と ドレイン電

極 とを導通 させ ることによって、、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す

る画素についての、前記 2 つの副画素の うち一方の副画素における前記副画

素電極 と他方の副画素における前記副画素電極 との間に第 1 の電位差 を生 じ

させ ると共に、前記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画

素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記

副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生 じさせ

る、 3 T F T 駆動方式に相 当す る駆動方式によ り各画素の駆動 を行 うもので

あ り、前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記蓄積容



量の容量値 と、前記特定の混色 を表示する画素についての前記蓄積容量の容

量値 とは互いに異なつているため、前記 3 原色の うち特定の 2 つの原色 と、

当該特定の原色 を組み合わせることによ り得 られ る特定の混色 とを用いて表

示 され る画像についての、斜め視野角における急峻な輝度変化を抑制するこ

とによって、斜め視野角における階調一刺激値特性を、正面視野角における

階調一刺激値特性に近づけることができる。

[0280] また、上記のように構成 された表示パネルは、前記特定の 2 つの原色以外

の原色 を表示する画素についての、前記 3 つ以上の副画素の うち、少な くと

も 3 つの副画素のそれぞれにおける副画素電極に互いに異なる電位 を生 じさ

せることによって、斜め視野角において、前記特定の 2 つの原色以外の原色

に対応する階調—刺激値特性 （および、階調— l o c a l 特性）のプロフ

アイルを、前記特定の 2 つの原色のそれぞれに対応する階調—刺激値特性 （

および、階調一 l o c a l 特性）のプロファイルに近づけることができる

[0281 ] したが って、上記の構成によれば、上記表示パネルが上記 3 原色 を個別に

表示する画素に加えて、上記 3 原色以外の色 を表示する画素を備 え、各画素

が 3 T F T 駆動方式に相当する駆動方式によ り駆動 され る場合について、前

記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示する画素についてのみ、副画素の数を

3 以上 とすることによって、斜め視野角における急峻な輝度変化に起因する

色ずれの現象を効果的に抑制することができる。

[0282] また、前記 3 原色は、赤色、緑色、および青色であ り、前記特定の 2 つの

原色は、赤色および緑色であ り、前記特定の混色は、黄色である、 ことが好

ま しい。

[0283] 上記の構成によれば、赤色、緑色、および青色 をそれぞれ表示する画素 と

、黄色 を表示する画素 とを備 えている多原色型の液晶表示装置において、色

ずれの現象を効果的に抑制することができる。

[0284] また、上記表示パネルを備 えている液晶表示装置 も本発明の範疇に含まれ

る。



[0285] 本発明は上述 した各実施形態に限定されるものではなく、請求項に示 した

範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形態にそれぞれ開示された技術

的手段を適宜組み合わせて得 られる実施形態についても本発明の技術的範囲

に含まれる。

産業上の利用可能性

[0286] 本発明は、液晶を用いて画像を表示する表示パネルに好適に適用すること

ができる。特に、 3 原色と 3 原色以外の色との組み合わせによってカラー画

像を表示する表示パネルに好適に適用することができる。また、そのような

表示パネルを備えた液晶表示装置に好適に適用することができる。

符号の説明

[0287] 0 0 液晶表示装置

2 2 ， ゲ一 トバスライン

4 4 ， ソースバスライン

6 6 ， C S バスライン

8 8 ， Y e 画素

8 a , 8 a Y e 画素の明画素 （副画素)

8 b , 8 b ' Y e 画素の暗画素 （副画素)

1 0 , 0 ， R画素

1 0 a , 0 a ' R画素の明画素 （副画素）

1 0 b , 0 b ' R画素の暗画素 （副画素）

1 2 , 2 ， G画素

1 2 a , 2 a ' G画素の明画素 （副画素）

1 2 b , 2 b ' G画素の暗画素 （副画素）

1 4 , 4 ， B 画素

1 4 a , 4 a ' B 画素の明画素 （副画素）

1 4 b , 4 b ' B 画素の暗画素 （副画素）

1 4 c , 4 c ' B 画素の中間画素 （副画素)

C s Υ e 補助容量



C s 補助谷 ：

C s G 補助谷 ：

C s B 補助谷 ：

C s 2 Y e 補助谷 ：

C s 2 R 補助谷 ：

C s 2 G ネ雨助 谷 ：

C s 2 B ネ雨助 谷 ：

C s 3 B ネ雨助 谷 ：

C s 4 B ネ雨助 谷 ：

C d Y e ' 蓄 禾頁容

C d R ， 蓄 禾頁容

C d G ， 蓄 禾頁容

C d B ， 蓄 禾頁容

C d B ' ' 蓄 禾頁容



請求の範囲

[請求項 1] 3 原色 、および、前記 3 原色の うち特定の 2 つの原色 を組み合わせ

ることによ り得 られ る特定の混色 を個別に表示す る複数の画素 と、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素、および、前記特定

の混色 を表示す る画素の各々について、 2 つの副画素 を備 え、

前記 2 つの副画素のそれぞれ は、

対向電極 と、液晶層 を介 して前記対向電極 に対向す る副画素電極 と

によって形成 された液晶容量 と、

を有 している表示パネルにおいて、

前記 3 原色の うち、前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画

素は、 3 つ以上の副画素 を備 えるものであ り、

前記 3 つ以上の副画素のそれぞれ は、

対向電極 と、液晶層 を介 して前記対向電極 に対向す る副画素電極 と

によって形成 された液晶容量 とを有す るものであ り、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2

つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画

素における前記副画素電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に

前記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の う

ち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記

副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生

じさせ、

前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素についての、前記

3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画素のそれぞれ におけ

る副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、

ことを特徴 とす る表示パネル。

[請求項2] 前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記 2 つ

の副画素の うち一方の副画素、前記特定の混色 を表示す る画素につい



ての前記 2 つの副画素の うち一方の副画素、および、前記特定の 2 つ

の原色以外の原色 を表示す る画素についての前記 3 つ以上の副画素の

うち少な くとも 2 つの副画素のそれぞれ は、

前記副画素電極 に接続 された補助容量電極 と、絶縁層 を介 して前記

補助容量電極 に対向す る補助容量対向電極 とによって形成 された少な

くとも 1 つの補助容量 と、を更に有 してお り、

当該表示パネルは、

前記副画素電極 に対 して画素電極電圧が印加 された後に、前記補助

容量対向電極 に対 して、補助容量電圧 を印加す ることによって、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2

つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画

素における前記副画素電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に

前記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の う

ち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記

副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生

じさせ、

前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素についての、前記

3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画素のそれぞれ におけ

る副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、ものであ り、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記補助

容量の容量値 と、前記特定の混色 を表示す る画素についての前記補助

容量の容量値 とは互 いに異な っている、

ことを特徴 とす る請求項 1 に記載の表示パネル。

[請求項3] 前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記 2 つ

の副画素の うち一方の副画素、前記特定の混色 を表示す る画素につい

ての前記 2 つの副画素の うち一方の副画素、および、前記特定の 2 つ

の原色以外の原色 を表示す る画素についての前記 3 つ以上の副画素の



うち少な くとも 2 つの副画素のそれぞれ は、

蓄積容量電極 と、絶縁層 を介 して前記蓄積容量電極 に対向す る蓄積

容量対向電極 とによって形成 された少な くとも 1 つの蓄積容量 と、

前記蓄積容量電極 に電気的に接続 された ソー ス 電極 と、前記副画素

電極 に電気的に接続 された ドレイン電極 とを備 える トランジスタと、

を更に有 してお り、

当該表示パネルは、

前記副画素電極 に対 して画素電極電圧が印加 された後に、前記 トラ

ンジスタの備 えるソース電極 と ドレイン電極 とを導通 させ ることによ

つて、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての、前記 2

つの副画素の うち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画

素における前記副画素電極 との間に第 1 の電位差 を生 じさせ ると共に

前記特定の混色 を表示す る画素についての、前記 2 つの副画素の う

ち一方の副画素における前記副画素電極 と他方の副画素における前記

副画素電極 との間に、前記第 1 の電位差 とは異なる第 2 の電位差 を生

じさせ、

前記特定の 2 つの原色以外の原色 を表示す る画素についての、前記

3 つ以上の副画素の うち、少な くとも 3 つの副画素のそれぞれ におけ

る副画素電極 に互 いに異なる電位 を生 じさせ る、ものであ り、

前記特定の 2 つの原色 をそれぞれ表示す る画素についての前記蓄積

容量の容量値 と、前記特定の混色 を表示す る画素についての前記蓄積

容量の容量値 とは互 いに異な つてお り、前記特定の 2 つの原色以外の

原色 を表示す る画素についての前記少な くとも 2 つの副画素における

前記蓄積容量の容量値は、互 いに異な っている、

ことを特徴 とす る、請求項 1 に記載の表示パネル。

[請求項4] 前記 3 原色 は、赤色、緑色、および青色であ り、前記特定の 2 つの



原色 は、赤色 および緑色であ り、前記特定の混色 は、黄色である、

こ とを特徴 とす る請求項 1 か ら 3 の何れか 1 項 に記載の表示パネル。

[請求項5] 請求項 1 か ら4 の何れか 1 項 に記載の表示パネル を備 えている、 こ

とを特徴 とす る液晶表示装置。
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